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 2021 年度は、前年度に き き新 コ ナ イルス 症が 大し、 の のため

事 が発 れる一 で、「 ィ コ ナ・新たな日 」を前提とした社会 活動

の を してきた。このような 下、当センターでは、 のリスク一 に対する意

と社会保障 の関 は一 高 っており、当センターに れる 割は す す

になっているとの認 のもと、従来からの対面活動は 制しつつもオンライン等の 活

動を積極的に し、事業計 の 行を目 した。 

消費者 発・情報提供活動においては、2021 年度から中学校、2022 年度から高等学校の

新学習 導 が実施 れ、 た 2022 年 4 月には成年年齢 下げが施行 れることを

に、中学生・高校生 け生活設計・生活保障教育を した。 た、学生からシニア で

の に対応したより実践的な教育・ 発に り とともに、ホームページや 等

を た適切な情報提供に めた。学 事業においては、 会運 や 成等の

者 の を て、生命保険に関する の活性化に するとともに、保険学セ ナ

ー等の 催・運 による学 交 の に り ん 。 ・ 活動においては、2020 年

度に行った「ライフマ ジメントに関する高齢者の意 」に く分 発 を行うとと

もに、 結果をとり とめた。 た、 20 回となる「生命保険に関する全 実 」

を実施するとともに、2022 年度に実施する 16 回「生活保障に関する 」の 案を

した。

情報提供  

2021 年度  

（ ）新 コ ナ イルス 症の を 、生命保険実学講座や生命保険学

習会等、講師 において、対面による講座 けではなく、リアルタイムの

によるオンライン講座や動 を録 したオンデマン 式による講座

を積極的に するとともに、生命保険に関する消費者 け 発動 の作成

に けた検 を行う。 

「中学生作 コンクール」については、2020 年度は応 校数 879 校・応 作

数 26,018 の応 となった。中学生 け授業の活用や、 団体と

した 報活動を 、 らなる ・ を図るとともに、講師 と

様新しい に対応するため、中学生作 コンクールに り 学校 の

ートツールとしての動 の作成に けた検 を行う。 

（ ）新学習 導 や成年年齢 き下げの実施を見 、教員対 の 会や

セ ナー等を して、中学校社会 教員、高等学校家庭 ・ 教員と

の を増やし、学校教育用 教 の提供や生命保険実学講座の実施につい

て、学校現場の実 に したより効果的なものとする。

○ 中学から大学 での生 ・学生を対 に、当センター講師が生活設計・生活保障に関す

る 知 を る「生命保険実学講座」は、全 地で 557 回（2020 年度 367 回）

実施した。2020 年度から き き、 oom 等を活用した によるオンライン講座や

講 を 録した動 を提供するオンデマン 講座を積極的に した（557 回のう 、

オンライン講座 112 回、オンデマン 講座 111 回）。 

 オンライン講座・オンデマン 講座の については、6ページ参 。

○ 59 回「中学生作 コンクール」において、全 の中学校 1,023 校から 34,657 （2020

年度 58 回 応 校数 879 校・応 作 数 26,018 ）の応 があった。 2 目に

多い応 作 数となった。 回 めての として、当センター職員が社会保険や生命

保険を した 15 分程度の動 を o e した。 回数は 1万回を てお

り、 回応 作 数が増加した一 となった。 
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○ 中学校 教員との 会を 催して意見 を行い、中学生作 コンクールに

り 生 作 に り 生 の 導にあたる 生 の ートツールとして、

マンガ「生命保険って う？」をもとに、生命保険に関するデータ等や作 の き

を する動 を作成した（ 動 は 2022 年 4 月 ）。 

○ 2021 年 8 月に、全 の中学校・高等学校の社会 ・ 、家庭 教員を対 に、「く

らしとリスク 理」をテーマとした セ ナーを 催した。 回 めて、会場参加

けではなく、オンライン参加も可能とした イ リッ 催で実施した（ 8 月 16 日

大 会場参加 10 名・オンライン参加 64 名、 8月 19 日 会場参加 14 名・オン

ライン参加 77 名、2日間合計 165 名）。 

 ホームページアクセス件数は、Google アナリティクスで計測した数値。 

 上 実施回数のう 、 オンライン講座として実施したのは、生命保険実学講座 112 回、生命保険学習会

13 回、 員 会 10 回、合計 135 回、 オンデマン 講座として実施したのは、生命保険実学講座 111

回、生命保険学習会 13 回、 員 会 2回、合計 126 回。 

 上 実施回数とは に、新 コ ナ イルス 症 大の により、生命保険実学講座 3 回、生命保険

学習会 17 回、 員 会 1回、 の 教員対 会 1回の合計 22 回の講座が 後中 となった。 

 

2021 年度  

（ ） く「保険」を対 とした 活動の活性化、なら に当センターにて実施し

ている の 検 を行う新 会を発 せる。 の 種 会

の若 者参加に積極的に り 、保険 者の 野の 大 生命

保険に関する の活性化を する。 

（ ） 種 会に加 、保険学セ ナー、 内 の 者による講 会

成者の 式等の場を 、 学の をより 実 せ、学 交

・学 交 の に り 。 の運 にあたっては、新 コ ナ イルス

症 大 の からオンライン（対面とオンラインの 用を ）

催を検 し実施する。 

○ 「生命保険・生活保障にかかわる の学 的活用のあり に関する 会」を

種 会を、若 者の参加 を図りつつ運 するとともに、若 者を中 と

した として前年度実 を 5 件上回る 19 件（例年 15 件を目 のとこ ）の

成を実施するなど、保険 者の 野の 大に した。 

○ 会等については、新 コ ナ イルス 症 大 の一 として、オンライン

（対面とオンラインの 用を ） 催により実施した（前年度比 1回当たり 参

加者数 11％増）。学 交 の についても、オンラインを活用して、 き き保険学

セ ナー 会を実施した。 

  

生命保険 ホームページ 消費者 け
学習会 実学講座 アクセス件数 布 数

146 回 77 回610 回 18 万

63 回 44 回367 回

408 万件

17 万

15 万

員 会

2020 年度

2021 年度

2019 年度

生命保険

557 回 78 回 49 回

455 万件

630 万件
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2021 年度  

（ ）高齢者の生活実 や意 等を する「ライフマ ジメントに関する高齢者

の意 」について、5月に報 を発行する。 

（ ）「生命保険に関する全 実 」（ 20 回）について、4～5月に実 を実施

し、9月に 報 、12 月に報 を発行する。 

（ ）2022 年度実施 の「生活保障に関する 」（ 16 回）について、 内

等の ・検 、実施 を行う。

○ 高齢者の生活実 や意 等を し、業 内 に として提供することを目的

とする「ライフマ ジメントに関する高齢者の意 」については、2021 年 6 月に

報 を発行した。 

○ における生命保険の加入実 、生命保険についての 等を 3 年 に する

「生命保険に関する全 実 」（ 20 回）を 2021 年 4～5月に 実施し、9月に

スリリースとともに 報 、12 月に である報 を発行した。 

○ 人の生活保障意 や生命保険の加入 をは めとした生活保障の 等を

3 年 に する「生活保障に関する 」の実施 を行った。検 に当たっては、

「生命保険・生活保障にかかわる の学 的活用のあり に関する 会」を て、

日的ニー に した 設計・ 目等の見 しを図り、 対 年齢を従来の 18

～69 から上 を 10 き上げ 79 で するとともに、 目の 加、 、

削 を行い の を行った。 

※共 事業 目的事業（ かつ多数の者の の増 に するもの） の事業 
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 情報提供  

に る  

）

  

○ 「生活設計・生活保障」に関する実践的教育の 会として、中学生 けの講座を

した。社会 における講座では、新学習 導 の内 を た 教 を活用した。

た、 ・家庭 ・ 合的な学習の 間における講座では、 なリスクに

ることの大切 について せることを目的とした 教 を活用した（全 で 21

校・66 回（う 社会 10 回、家庭 13 回、 13 回、 の 合学習 30 回）

催・受講者数 2,374 名）。

② ン ール

○ 「わたした のくらしと生命保険」を に 59回中学生作 コンクールを実施し、  

全 の中学生に生命保険制度の 割や意 を る 会を提供した（後 学

・金融 ・全日 中学校 会、協 生命保険協会）。 

○ 2021 年 5 月中 に応 を全 の中学校に発 し、9 月 10 日に応 を め切り、

1,023 校から 34,657 の作 が せられた。応 切後、2 の を て、10 月

5 日に 催 れた 員会において、 学大 1名、全日 中学校 会

1名、生命保険 化センター 1名、 5名の全 入 者 8名を した。 

○ 例年全 入 者を に き 催している 式 

ーティーについては、2020 年度 58 回と 様、 

新 コ ナ イルス 症 大 のため中 とした。 

式の として、全 入 者 の と ・ 

講 を 録した動 を 参した。

○ 全 入 作 8 を掲載した作 集を 2021 年 10 月に作成し、生命保険 社に

した結果、2,190 の があった。 た、全 入 作 8 に全 入

者 を 参した の 様や来 の などを加 た作 集を 2022 年 2 月に作

成した。 

［中学生作 コンクール 応 ］ 

応 校数  応 作 数  

前年度比 前年度比

2019 年度 57 回 1,106 校 10.8％ 98％ 32,427 1.01％  93％ 

2020 年度 58 回 879 校 8.6％ 79％ 26,018 0.78％  80％ 

2021 年度 59 回 1,023 校 10.1％ 116％ 34,657 1.07％ 133％

 応 校数の  内は全 中学校数比、応 作 数の  内は全 中学校生 数比。 

 応 等は、後掲 29 ページ参 。 
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による  

○ 2021 年度は新たに 教員と 会を実施（オンラインで 3回実施）。生命保険に

関する作 の き を ートする 種動 を提供するために、 教員から作

導に関する様 な意見を 集し、動 を作成した。 

○ 2020 年度に き き、社会 教員と 会を実施（ で 1回実施）。2021 年度から

実施 れた新学習 導 の内 を た社会 け 教 、50 分授業セット

「「人生 100 年 」に な とは？」を教員の授業実施 に き検 し、

ラッシュアッ を図った。 

○ 2020 年度に き き、高等学校家庭 教員と 会を実施（ ・大 で 2 回実

施）。 会に参加した中高一 校の教員から意見を 集し、中学校家庭 等（

・ 合学習等 ） けの 教 、50 分授業セット「リスクに る」を教員の授

業実施 に き検 し、 ラッシュアッ を図った。 た、 回 教 について、

新たに授業 案を作成した。 

）  

  

○ 家庭 けには「リスク 理など 測の事 の対応」「 金や 間保険などの 金

計 」、 けには「 、共 の 性」といった新学習 導 の

内 を た講座を 催した。 た、新たに成年年齢 下げをテ マとした 教

を活用した講座を積極的に した。学年 の 合的な学習の 間においても、こ

れらの講座を学校の に応 て 催した（全 で 75 校・357 回（う 家庭 218

回、 18 回、 の 合学習 121 回） 催・受講者数 14,211 名）。 

② による  

○ 2020 年度に き き、 教員と 会を実施（ で 1回実施）。 け

教 、50 分授業セット「 ・共 ・ について よう」を教員の授業実施

に き検 し、 ラッシュアッ を図った。 

○ 家庭 教員との 会（前 （ ） ）において、2022 年度から実施 れる成年年齢

下げを た 教 、50 分授業セット「「成年」になるということ」を教員の授

業実施 に き検 し、構成など を図った。 た、 回 教 について、新

たに授業 案を作成した。 

）

  

○ 大学生 け 「生活設計とリスク 理」を活用した講座を中 に、生命保険の

知 や年金、 、介 といった 的なテーマの講座を めて全 で 催した（全

で大学では 62 校・108 回 催・受講者数 9,488 名、 大学では 10 校・13 回

催・受講者数 666 名、 学校では 11 校・13 回 催・受講者数 453 名）。 

会にて作成した中学生作 コンクール ート動 （2022 年 4 月にホ

ームページで ）  

2021 年 4 月に した当センター職員が社会保険や生命保険を する 15 分程

度の動 を ラッシュアッ し、あわせてマンガ「生命保険って う？」の

ラクターが生命保険に関する作 の き や生命保険に関わるデータ等を

する 3～5分程度の 5つの動 と一つの ッケージにして提供。 
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②  

○ 金融 報中 員会で運 を行っている「金融 教育 会 」の構成団体による

大学生 けの 講座において、「リスクに る」をテーマとして、10 大学に講師

を行った。 た、数コマの講座をセットにした ニ 講座にも参 し、5大学

に講師 を行った。

○ 金融 教育に関わる 上 の「金融 教育 会 」の構成団体が し、

者の意見を 制作した、 として大学生を対 とした eラーニン 講座「マ

タ」 参 した。当センター職員が講師として、生命保険に関する ートの動

制作に わった。 

 に る  

○ 2022 年度から配 れる「保険 」をテーマとした授業の 録に、 ストスピー

ーとして当センター職員が参加した。 た BS231C で れている 大学の生

学習 （BS ン ス e 集）として、45 分 2 の 制作に わり、

当センター職員が講師として した。 

 

○ 生命保険実学講座は、大学、 大学、 学校、高等学校、中学校の学生・生 に、  

生活設計・生活保障に関する 知 を学 会を提供することを目的に、教員の協

を て講 間の一 を 用して、当センター職員が講師となって実施した（62 大

学・10 大学・11 学校・75 高等学校・21 中学校、計 179 校にて 557 回 催、

受講者数 27,192 名）。 

○ 2020 年度から き き、新 コ ナ イルス 症 大に対応し、 oom 等を活用し

た によるオンライン講座や講 を 録した動 を提供するオンデマン 講座

を積極的に した。 

○ 179 校で 557 回 催した生命保険実学講座のう 、オンライン講座は 112 回（26 大

学で 32 回、3 大学で 4回、4 学校で 5回、17 高等学校で 47 回、9中学校で

24 回）、オンデマン 講座は 111 回（14 大学で 37 回、1 大学で 1回、9高等学校

で 55 回、4中学校で 18 回）実施した。オンデマン 講座の動 は、 があった

度、講師が したものを提供していたが、 に 用性の高いものを提供できるよ

うにするため、一 数の がある中学生 け、高校生 け、大学生 けにオンデマ

ン 用 動 を作成、活用している。 

催回数・受講者数］ 

催回数 受講者数 

前年度比 前年度比 

2019 年度 610 回 95％ 31,626 名 89％ 

2020 年度 367 回 60％ 21,212 名 67％ 

2021 年度 557 回 152％ 27,192 名 128％

 生命保険実学講座の 催 は、後掲 30～39 ページ参 。 

 2021 年度の 催回数は、生命保険協会地 事務 講師業務を した 8回分（10 ページ「  

  生命保険協会地 事務 との 」に 載）を 。 

）

  

○ 全 地の消費者行政 関・消費者団体等が 催する消費者 けの学習会と、 業・

等が 催する従業員・職員 けの学習会に、「生活設計・生活保障」に関する

しい知 と、 年 のニー に適したより効果的な情報の提供を目的に、当セン

ター職員を講師として した（全 で 78 回 催・受講者数 4,397 名）。 
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○ 新 コ ナ イルス 症 大の の下、 催者からの に応 て、オンライン

講座やオンデマン 講座を した。78 回 催した生命保険学習会のう 、オンラ

イン講座は 13 回（消費者 け 4 回、従業員・職員 け 9 回）、オンデマン 講座は

13 回（消費者 け 1回、従業員・職員 け 12 回）実施した。 

［ 催回数・受講者数］ 

催回数  受講者数  

前年度比 前年度比 

2019 年度 146 回 95％ 6,670 名 72％ 

2020 年度 63 回 43％ 2,782 名 42％ 

2021 年度 78 回 124％ 4,397 名 158％

 2021 年度の 催回数は、生命保険協会地 事務 講師業務を した 4回分（10 ページ「   

生命保険協会地 事務 との 」に 載）を 。 

［学習会種類 の 催回数］ 

消費者 け 従業員・職員 

け 
合 計 

2019 年度 50 回 96 回 146 回 

2020 年度 9 回 54 回 63 回 

2021 年度 24 回 54 回 78 回

 生命保険学習会の 催 は、後掲 40～41 ページ参 。 

② に る  

○ 若年社会人 けの「生活設計・生活保障」教育の一 として、 高校（ 業・ 業・

業高校等）等の に 業を た生 や保健 ・保健センター等を た 育て

を対 に、「 けんの ホン or Beg nners」の 配布に した。なお、「 け

んの ホン or Beg nners」については、2021 年度に全面 を行い、 と れる

情報を的 に るために高校生・新社会人 けと 育て けの 2 種類に分

した。 

［提供 数］  

     提 供  提供 数 

高校等の に 業を た生  119,248 （89,734 ）

育て  15,014 （10,180 ）

合  計   134,262 （99,914 ）

 内は 2020 年度 

○ 「 けんの ホン or Beg nners」の 配布とあわせた 講座を 催した（全

で 高校等の に 業を た生 けに 15 校・23 回 催・受講者数 2,019 名、

育て けに 3回 催・受講者数 69 名）。 

 上 載の「 高校等の に 業を た生 を対 とした講座」は、（ ）高等学校 け活   

動 高校生 け生命保険実学講座に、「 育て けの講座」は、（ ）社会人 け活動 生

命保険学習会の実 回数に れる。 

 に る  

○ 前 （ ） に 載のとおり、BS231C で れている 大学の生 学習

（BS ン ス e 集）として、45 分 2 の 制作に わり、当センター職

員が講師として した。 
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）

 ー ） 

○ 2021 年 8 月に、全 の中学校・高等学校の社会 ・ 、家庭 教員を対 に、

「くらしとリスク 理」をテーマとした セ ナーを 催した。 回 めて、会場

参加 けではなく、オンライン参加を可能とした イ リッ 催で実施した（ 8

月 16 日大 会場参加 10 名・オンライン参加 64 名、 8月 19 日 会場参加 14

名・オンライン参加 77 名、2日間合計 165 名）。 

○ 上 セ ナーにおいて、 大学 の家 教授による「 講 」、

教員による社会保障制度や 間保険に関する「授業実践報 」、家庭 教員に

よる生活設計やリスク 理に関する「授業実践報 」 「 ルー 形式による意見

交換」を実施した。 

②  

○ 地の教員が する 会等からの に応 て、 教 の活用 や社会保険、

生命保険に関する内 をテーマとする 会に講師を した（全 で 1回 催・受

講者数 5名）。 

 提供 

○ 学校における生活設計・生活保障に関する教育活動の のため、学校教育用 教

を する学校・教員に 提供した。 

提供 数］ 

教  名 提供 数 

「生命保険って う？」        中学校用 58,716  （58,887 ）

「 と らいとライフ ラン」2021年度 高等学校用

  ・生 用 ーク ック 

  ・教員用 き 

131,018 （118,524 ）

1,717   （1,552 ）

「生活設計とリスク 理」          大学用 6,741   （8,219 ）

  内は 2020 年度 

 「生命保険って う？」は、中学生作 コンクール生 用 として、「 と らいと 

ライフ ラン」「生活設計とリスク 理」は、生命保険実学講座のテ ストとしても 用。上  

提供数は実学講座 催 の 用 数を 。 

 

） 情報提供

  

）

○ 業務に てていた くことを目的に、消費生活センター等の 員や消費者

団体が行う生命保険の 会に、当センター職員を講師として した（全 で 10

回 催・受講者数 324 名）。 

講  

・生きる を育 金融・保険教育 しく す ないで  

大学  家   教授 

授業実践報  

・ 高等学校   生 

・家庭 高等学校   生 
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2）  

○ 員等 の 的な情報提供 会の 大を目的に、全 消費生活 員協会、日

消費生活ア イザー・コン ルタント・ 員協会と れ れ し、地域 講習

会を 催した（全 で 8回 催・受講者数 150 名）。 

）  

○ 日 消費者協会とタイアッ し、消費生活コン ルタント等を対 に、生命保険に関

する情報提供と 業務に つ な知 の を目的として「くらしの設計講

習会」を 1983 年度 年 催している。 た、「消費生活コン ルタント 成講

座」 の講師 も行っている。タイアッ による講習会等を全 で 2回 催し、受

講者数 27 名。 
 消費生活コン ルタントは、日 消費者協会が 催する消費生活コン ルタント 成講座の

者。 

）  

○ 生命保険協会との共催により全 54地域で実施する消費者行政等との意見交換会の

場を活用し、行政 当者や消費生活 員に対して、「保険金・給 金の受 の

意 」「 場リスクを する生命保険」「 の保険 の イント」「生命保険・

マニュアルの活用 」をテーマに 会を 催した（全 で 29 回 催・受講者

数 330 名）。 

 

○ 1 員 会、2 員等の地域 講習会、3 くらしの設計講習会等、4 消費者行

政等との意見交換会の場を活用した 会を合わせて 49 回 催・受講者数 831 名。

○ 新 コ ナ イルス 症 大の により、 催者からの に応 て、オンライ

ン講座やオンデマン 講座を した。49 回 催した 員等を対 とした 会

のう 、オンライン講座は 10 回、オンデマン 講座は 2回実施した。 

［ 催回数・受講者数］ 

催回数 受講者数 

前年度比 前年度比 

2019 年度 77 回 100％ 917 名 99％ 

2020 年度 44 回 57％ 502 名 55％ 

2021 年度 49 回 111％ 831 名 166％

 員 会の 催 は、後掲 42 ページ参 。 

 2021 年度の 催回数は、生命保険協会地 事務 講師業務を した 8回分（10 ページ「

生命保険協会地 事務 との 」に 載）を 。 

② マ ル 提供 

○ 消費者からの 業務に わる消費生活 員に てていた くことを目的とし

て、1985 年の 作成から を ている。2021 年 9 月に前回 の 2016 年 7 月

の動 等を た 新の内 に し、全 の消費生活センターの消費生活

員等に配布した（2021 年度 6,139 配布）。 た、 員等を対 とした 会

でも積極的に を り上げ新マニュアルの活用 を図った。 

）   

  

○ 生命保険協会が 催する、 生活センター、全 消費生活 員協会、日 消費生

活ア イザー・コン ルタント・ 員協会等、消費者団体との意見交換会に

（14 回）し、 らなる 化を図った。 
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○ 消費者 センターと で、 3 回「 生の消費生活と生活設計に関する 

ン ー 調査」を実施した（ 1回 2012 年、 2 回 2016 年に実施）。この調査は、

全国の 生の消費生活と生活設計に関する実態を らかにするとと に、学

を ま た学 、 材開発等の一 となることを目的としている。 

② の  

○ 消費者 の発 を目的に、 消費者 学会が する消費者 に関する

た に対し、 として「生命保険文 センター 」を している。 

○ 2021 年度は、10 月 2 3 に ン ンで開 た 消費者 学会 41 回

会に いて の方に 記の を した。 

③ 保険 事 の  

○ 各地の消費生活センター、 報 会、 ・保 成 付 学

度 等への講師派遣 内活動、地方新聞社への小冊子 や中学生作文コンク

ール等の記事掲載 内活動に いて、業務を した。 

○ 生命保険協会地方事務 に る講師派遣 内活動に 、 ・保 成

付 学 度 で生命保険実学講 を開 した（17 回・受講者数 575 ）。

＊ 記の「 ・保 成 付 学 度 」で開 した生命保険実学講 は、5

ページ記載の 1 生活設計・生活保 に関する 活動、（ ） 学向け活動の 生・ 学

生向け生命保険実学講 の実 回数に ま る。

○ 講師派遣活動に いて、生命保険協会地方事務 に講師業務を 20 回 した（生

命保険実学講 8 回、生命保険学 会 4 回、相談 会 8 回）。 

＊ 記の「生命保険実学講 」は、5ページ記載の 生活設計・生活保 に関する 活動、（ ） 

学向け活動の 生・ 学 生向け生命保険実学講 の実 回数に、「生命保険学 会」は、

6ページ記載の 生活設計・生活保 に関する 活動、（ ）社会人向け活動の生命保険学

会の実 回数に、「相談 会」は、8ページ記載の 消費者 等との ・ 活動、

（ ）消費生活相談 等への情報提供、 相談 等を対 とした 会の実 回数に ま る。 

情報  

（ ） ー ー

ー ー による情報 の

） ー ー

○ 当センターの活動や生命保険・生活設計に関する 新か な情報を タ

リーに提供して 、 クセス件数は約 630 件と、 年度に べて 38 5 加し

た。 

○受 者（3 ）  

・  子 （ 学 講師） 

 ・  子 （ 子学 学 ） 

 ・   （ 学 ） 

調査   

・調査地 全国  

・調査対 等学 1 年生、2 年生 

・回収数 86 ・3 125  

・調査時 2021 年 7 月 
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［アクセス件数］ 

アクセス件数※  

前年度比 

2019 年度 4,075,709 件 187.4％ 

2020 年度 4,548,180 件 111.6％ 

2021 年度 6,299,082 件 138.5％

 ※アクセス件数は、Google アナリティクスで計測した数値。

○ CMS の導入 

2021 年 8 月から、ホームページの作成・更新作業を簡便化できる CMS（Contents 

Management System）を導入し、従来と比較してよりスピーディーかつタイムリーな

情報提供が可能となり、更新作業の内製化により更新費用の削減にもつながった。 

○ ホームページの全面リニューアル 

CMS の導入に合わせ、ホームページの全面リニューアルを実施した。より見やすく、

使いやすいホームページとなるよう構成やデザインを刷新した。 

○ オンラインアンケートフォームの活用

生命保険実学講座・生命保険学習会の受講者アンケートや、ホームページ・メールマ

ガジンに関するアンケート等で、オンラインアンケートフォーム（Google Forms）を

活用した。多様な講座形式に対応することが可能となり、アンケートの集計業務の効

率化も図れた。

○ ホームページコンテンツ「ひと目でわかる生活設計情報」の新規ページを 9タイトル

作成した。 

分野 タイトル 

余暇 町内会や地域行事などの活動に参加している人の割合はどれく

らい？ 

健康 1 日当たりの歩数はどれくらい？ 

健康 運動習慣のある人の割合はどれくらい？ 

健康 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合はどれ

くらい？ 

万一の場合 どんな種類の「がん」で亡くなる人が多いの？ 

万一の場合 家庭内の事故で亡くなる人はどれくらい？ 

病気・ケガ 若年性認知症について知りたい 

老後 老齢年金を繰上げ・繰下げ受給している人の割合はどれくらい？

健康 がん検診などでがんが分かった人の割合はどれくらい？ 

2）WEB マガジン

○ WEB マガジンとして、生命保険や社会保障制度、生活設計等に関するエッセイを年間 

12 回掲載した。2021 年度は消費者関係団体職員（3回）、大学講師（3回）、税理士（3

回）、当センター職員（3回）が執筆した。 

○ 中学校・高等学校における生活設計や金融等に関する授業実践事例を紹介する「教育

の現場から」を年間 5回掲載・提供した。 

② メールマガジンによる情報提供 

○ 生命保険や社会保障制度、生活設計情報等について、タイムリーに適切な情報提供を

行うため、メールマガジンを月 2～3回程度、年間 36 回（2020 年度 31 回）発行した。 

○ 生命保険実学講座や生命保険学習会の受講者、生命保険協会との共催により実施す

る消費者行政等との意見交換会の参加者等に対して、メールマガジンの案内チラシ

を配布し、積極的に案内活動を行った。結果、メールマガジン登録者数は、2022 年 3

月末現在で 29,113 名（2021 年 3 月末比 137 名増）となった。 
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（ ） による情報  

発 の作成  

○ 冊子や ー ページで提供している「生命保険の契約に たっての 」等を とに

作成した、生命保険契約等に関する啓発動画を当センター T e 公式 ン ルで

公開した。 

（ ）各 による情報

○ 4 冊子を し、生活設計、生命保険、年 等に関する 新の情報を提供した。 

○ 2020 年 12 月から開 した 子 の販売（  i e）を、年度を して実施

した。 

［ した小冊子の主な 内容］ 

小冊子  月 主な 内容 

保  7 月 

・ 保険 度の 点 

ービス 24 25  

1 保険者の 保険料全国 11  

ービス費の 度 17  

施設 者などの 費の の し 21 等 

・「 ービスの利用の 12 13 」 新 

・「 者のための まい 22 」「 レ ルを知 う

23 」を新 作成 

・「生命保険契約照会 度 41 」の 追加 

・ の 実 

・ 業を一覧 42  

者・ 知 者の消費生活相談の実態と相

談 44  

公的 保険 度の 調査 調査 45） 

 8 月 

・2021 3 年度の年 、年 度の

を掲載 6 7  

・「 年 の ・ 20 21 」の 実 

・年 込 の 方 の 実 22 23  

・ の 実 

 後 の年 保険料 56 57  

生命保険契約照会 度 61  

保  12 月 

・ ス やデ ンを全 新 

・相 ・ ・生 の を 6 ページ やし、

に 実 22 31  

・「 一」に る生命保険の を か やす

32 48  

・「 録 度」「生命保険契約照会 度」を

2021 年度に公開した消費者啓発動画テー  

「 付 が受け取 ない る相談事 から 」 

「生命保険はどうやって すの  保 を やす・ らす」 

「生命保険はどうやって すの 契約を する 」 

「保 ー の 生命保険を契約する に すること 」（ 編・ 

後編） 

「生命保険を契約する の 点 申込から契約成 までの 、クーリン 

等 」 

「保険 などの受取 保険 を受け取 ない など 」   

12
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(P43) 

・遺族年金を受け取れる例に、子が受け取る場合を

追加(P9) 

ライフプラン 

情報ブック 
2月 

・「新型コロナウイルス感染症が社会に与えた影響」

「進む日本のデジタル化」(P4-5)を新規掲載 

 

［小冊子の提供部数］                        （単位：部） 

小 冊 子 名 
提供部数

（紙） 

 
電子書籍 

うち有償分 

2019年度（5冊子改訂） 181,235 157,495  - 

2020年度（6冊子改訂） 165,402 142,633 372※

2021 年度（4 冊子改訂） 145,962 119,453 1,368 

 212 007,72 484,13 ドイガんきんね 

 知っておきたい生命保険と税金の知識 19,167 15,707 227 

 811 701,11 308,31 ドイガ障保療医 

 98      540,8 021,11 ンホキのんけほ 

 442     703,42 360,82 ドイガ障保護介 

 ライフプラン情報ブック 14,267 10,751     286 

 48      534,8 802,11 ！ｏＧ年定 

 801     104,31 058,61 ドイガ障保族遺 

   ※2020年度の電子書籍販売は、2020年 12 月 23日～2021年 3 月 31日の期間。 

 

（４）相談対応活動 

○ 相談対応は、消費者からの生命保険に関する相談に対し、公正・中立な立場から情報

提供と助言を行うことを目的としている。また、相談内容の集計・分析により消費者

相談の傾向を把握し、当センターの情報提供活動に活用するとともに、生命保険業界

内外に公表している。相談内容を集計、分析した結果は「生命保険相談リポート」と

して上期版と年度版の 2回発行している。 

○ 2021 年度の相談受付件数は 944 件で、2020 年度（1,355 件）に比べて 411 件減少し

た。 

［相談受付件数の推移］ 

 年間累計 前年度比 

2019年度 1,195 件 113％ 

2020年度 1,355 件 113％ 

2021 年度 944 件 70％ 

 うち来所 0 件 0％ 

＊ 2020年度から、新型コロナウイルス感染症拡大防止の一環として、来所による相談の受付を休

止（参考：2019年度 54件で上記の内数）。 

○ 当センターでは相談内容を「一般相談」と「生命保険会社の経営に関する相談」に区

分している。「一般相談」は 933件で、2020年度（1,332件）に比べて 399件減少し

た。「生命保険会社の経営に関する相談」は 11 件で 2020 年度（23 件）に比べて 12

件減少した。 

○ 「一般相談」の内訳をみると、｢生命保険の仕組み・税金・保全に関する相談｣の占率

が 54.9％と最も多く、次いで｢生命保険の加入検討の相談｣（10.7％）、「既契約の診

断・内容確認に関する相談」（7.7％）の順となった（「その他」14.0％を除く上位 3

項目）。 
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［一 相談内容の内訳（件数、 ）］ 

目

度年

生
命
保
険
の
仕
組
み
・

・
保
全
に
関
す
る

相
談

生
命
保
険
の
加

の
相
談

契
約
の

・

内
容

に
関
す
る

相
談

契
約

件
に
関
す
る

相
談 契

約
の

し
に

関
す
る
相
談

社
会
保

度
に

関
す
る
相
談

そ
の
他

計

2019 年度 679 件 

57 7  

103 件 

8 8  

92 件 

7 8  

85 件 

7 2  

43 件 

3 7  

35 件 

3 0  

139 件 

11 8  

1 176 件 

100  

2020 年度 748 件 

56 2  

108 件 

8 1  

109 件 

8 2  

88 件 

6 6  

54 件 

4 1  

52 件 

3 9  

173 件 

13 0  

1 332 件 

100  

2021 年度 512 件

54 9

100 件

10 7

72 件

7 7

56 件

6 0

34 件

3 6

28 件

3 0

131 件

14 0

933 件

100

＊ 相談内容別件数（一 相談）は、後掲資料編 43 ページ参照。

（ ） 報

 プレスリリース 

○ 当センターの活動が スコ に取 ら ることに 、当センターの活動を知

っていただ 、消費者の生命保険への関心の向 に ながることを目的としている。

○ 小冊子 、中学生作文コンクール等に関する計 9 回のプレスリリース発 を

て、情報提供を った。新聞記事の掲載数は延べ 193 件（2020 年度計 10 回延べ 242

件）となった。 

○ 2021 年度のテレビ は、 のと 。 

・中学生作文コンクール     テレビ（ ）   6 4・14、7 6 

・中学生作文コンクール 者  （ ）  12 7  

［プレスリリース発 回数・内訳（全国紙・地方紙）］ 

内  訳

小冊子
中学生作文 

コンクール
その他 計

2019 年度 5 回 2 回 1 回   8 回 

2020 年度 5 回 2 回 3 回   10 回 

2021 年度 4 回 2 回 3 回 9 回

［プレスリリース記事掲載 （全国紙・地方紙）］           （ 件）

内  訳 

小冊子  
中学生作文 

コンクール 
その他 計 

2019 年度 

全国紙 3 1 0 4 

地方紙 87 70 6 163 

 計 90 71 6 167 

2020 年度 

全国紙 3 3 2 8 

地方紙 106 85 43 234 

 計 109 88 45 242 

2021 年度

全国紙 4 2 7 13

地方紙 77 84 19 180

計 81 86 26 193

14
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② プレスリリース以外の記事掲載について 

○ プレスリリース以外の当センターの活動の記事の掲載数は、延べ 176 件（うち新聞

61 件、業界紙 60 件、雑誌 55 件）となった。掲載内容の内訳は、「調査」が 139 件、

「講師派遣・小冊子・中学生作文コンクール」が 6 件、「その他」が 31 件だった。 

③ その他マスコミからの取材対応 

○ 当センターの活動内容の周知や消費者への情報提供を目的に、新聞・雑誌・テレビ等

の取材に対応している。 

○ 新聞・雑誌・テレビ等からの取材対応は 29 回（2020 年度 48 回）。 

［取材内容・件数］ 

取 材 内 容 新聞 雑誌 テレビ 計 

生命保険の仕組み及び 

利用の仕方 
2 件 0 件 0 件 2 件 

全国実態調査などの 

データの活用 
12 件 0 件 1 件 13 件 

その他 14 件 0 件 0 件 14 件 

計 28 件 0 件 1 件 29 件 

＊ 取材内容は、後掲資料編 44 ページ参照。 

④ Twitter による情報発信 

○ 2021 年 6 月に公式 Twitter を開設。各種小冊子や消費者啓発動画の公開、中学生作

文コンクールに関する情報など、プレスリリースに関する内容を中心に Twitter へ

の投稿を 19 回実施した。 

（６）「各社個人保険商品一覧」の作成 〔共益事業〕

○ 「各社個人保険商品一覧」は、相談受付時の参考資料として活用することを目的に、

各社の個人保険商品の主契約（保険種類別）、特約（各社別）の特徴や仕組み等をま

とめ、毎年作成している。 

○ 毎年 4 月時点で生命保険会社が販売している個人向け商品を収録し（2021 年度は生

保 41 社の商品を掲載）、2021 年 9 月に生命保険会社、生命保険協会、生命保険協会

地方事務室等に無償提供した。また、生命保険会社各社からの追加の申込みに対して、

有償で 548 部を提供した。 

  

15
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に

）

○ 学者、 士、業 家をメン ーとして、生命保険を中 とした保険全 に関す

る 新の 例 を行った。 

［ 会メン ー構成］ 

座    学 者 士 業 家 合 計 

 下  教授（ 社大学） 38 名 29 名 52 名 119 名

大     教授（ 命 大学） 28 名 36 名 8 名 72 名

 会の登録メン ー数は、2022 年 3 月末 の登録数。 下 。 

 、大 ともに、 学的ア イザー1名が参加。 

 に 者（ 26 名、大 105 名）が参加。 

○ 大 で 年間 9回 催した。 

○ 成果は 会 催の 度、「保険事例 会 ート」にとり とめ、関係

面に配布した。 

 会の 催 は、後掲 45 ページ参 。 

②

○ 関 の保険 関係の学者と業 家をメン ーとして、生命保険・金融に関する

制全 に関する を行った。 

［ 会メン ー構成］ 

座    学 者 業 家 合 計 

  教授（ 大学） 11 名 18 名 29 名 

○ 会は 5回 催した。 

 会の 催 は、後掲 46 ページ参 。 

   

○ 会計 者、アナリスト等の 者と業 家をメン ーとして、 会計

会（ SB）における 等を つつ、生命保険会計や会計全 に関する を

行った。 

［ 会メン ー構成］ 

座    学 者 者 業 家 合 計 

 生 教授（ 大学） 8名 2名 8名 18 名 

○ 会は 5回 催した。 

 会の 催 は、後掲 46 ページ参 。 

  

 ○ 関 を中 とした保険 関係の学者と業 家をメン ーとして、生命保険を中

とした金融関 に関する を行った。 

［ 会メン ー構成］ 

座    学 者 業 家 合 計 

野   教授（中 大学） 19 名 10 名 29 名 

16
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○ 会は 6回 催した。 

 会の 催 は、後掲 46 ページ参 。 

   

 ○ 保険 学者、 士を 導者とし、生保 社の ・ ・ 務

・ 発 等を う中 職員をメン ーとして、 的な保険 例の理 と

生命保険 の 的能 の 上を図り、 を う中 職員の育成を目 し

て 的な 例の を行った。 

○ 運 にあたっては、 当会社を設 するなどの を行い、 の活性化に

している。 

［ 会メン ー構成］ 

導 者 学 者 士 業 当者 合 計 

野  教授（ 知学 大学） 

3 名 1 名 52 名 56 名
   教授（ 政大学） 

下  教授（ 学 大学） 

野  知  士（ 大学教授）

○ 会は 8回 催した。 

 会の 催 は、後掲 47 ページ参 。 

に る マ ジメン   

○ 保険学の なら 社会保障、 学、 学、社会学等の様 な分野の学 者と業

家をメン ーとして、「人生 100 年 」を見 、 高齢社会や 生きによる

的リスク等に関して学 的な から多 的な分 を行い、 を ると

ともに、生命保険がどのように できるのかについて検 を行い（2019 年 4 月～

2021 年 6 月）、 の成果として「生命保険 集」 216 （ ） 人生 100 年

におけるライフマ ジメント 会 を 2021 年 9 月に発行した。 

 216 （ ）の タイトルと執筆者の一 は後掲 52～53 ページ参 。 

［ 会メン ー構成］ 

座    学 者 業 家 合 計 

   教授（ 学大学） 8名 5名 13 名 

関   教授（ 学大学） 7名 5名 12 名 

○ 会は 合 で 2回 催した。 

 会の 催 は、後掲 47 ページ参 。 

 に る に る  

 

○ 当センターで実施している生命保険 生活保障に関するアンケート のあり

を 検 し、 どのような学 に 可能であるか、 者の なら 消費者

や事業者にとっての 用 値を らに高める上で増 す き 目は かといっ

た を中 に し、 日的ニー に したデータ ースの 構 、 く「保険」

を対 とした 活動の活性化を い検 を行った。 

［ 会メン ー構成］ 

座    学 者 業 家 合 計 

  教授（ 大学） 6名 8名 14 名 

○ 会設 間 2021 年 4 月～2023 年 3 月 

○ 会は 6回 催した。 

 会の 催 は、後掲 47 ページ参 。 

17
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）

  

○ 生命保険 これに関 する分野の を目的として、若 者 一

者（教授等）を対 に 集を行い、学 員会で のう 、若 者 15

件、一 者 4 件の計 19 件（う 、共 2 件）に対して 成金を 給した。

 成者・ テーマの一 は、後掲 50～51 ページ参 。 

○ 2019 年度 成者の成果 について学 員会で を行った。 の結果、

2 を し、2021 年 9 月の保険学セ ナーにおいて、オンラインで

式を行い、 した。

 受 者・受 は、後掲 51 ページ参 。 

② ール

○ 学生保険 ナール（ 地 5大学の保険学 ナールの 合体）に対し、活

動 費の を行った。 

 加 校 大学、 大学、日 大学、 大学、 大学。（50 掲載） 

○ 全 学生保険学 ナール［ s  an  ns ran e Sem nar S］（全 の 13 大学に

おける保険学関係の ナールの 合体）に対し、活動 費の を行った。 
 加 校 大学、関 大学、 業大学、 大学、上 大学、 学 大学、中

大学、 社 大学、 大学、 大学、日 大学、 大学、 大学。

（50 掲載）

○ に報 会を 催した大学 ナール（1 ）に対し、活動 費の を行った。 

）

○ 成 の応 案内や実学講座の紹介、保険学セ ナー の参加案内を行い、若

者との関係構 ・ 化 の を行った。 

）  

○ 2021 年 5 月には、2021 年度 成者の 2019 年度 成者の成果

に対する を行った。 

○ 2021 年 11 月には、 年度 成の 集 の内 生命保険 集の に関

する検 を行った。 

に

） ー ー

○ 大学 者 業 関係者をメン ーとして、保険学セ ナー 保険学セ ナー

会を 大 で 年間 6 回 催した。 

○ 保険学セ ナーは大学 者の 発 ・ の場、保険学セ ナー 会は大学

者に対する業 情報の提供の場として運 した。 

○ 運 にあたっては、 の活性化、 度の 上を図る く、事前 制度の導入や

中 教授による報 回数を増やす等、運 面について く検 ・ を行った。 

○ 若 者の育成（ ）の一 として、 成者に報 の 会を提供した。 

18
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［セ ナー会員構成］ 

    事 学 者 業 関係者 合 計 

 
金   教授（ 大学）

  教授（ 大学）
122 名 62 名 184 名 

大  
  教授（ 大学）

 成  教授（関 大学）
84 名 21 名 105 名 

 セ ナー会員数は 2022 年 3 月末 の会員数。 

 保険学セ ナー・ 会の 催 は、後掲 48～49 ページ参 。 

）

 

○ 一 消費者 生命保険業 関係者を対 に、生命保険 関 分野に関する動

などの情報提供を目的に 下のとおり 講 会を 催した。 

・  催 日  2022 年 2 月 1 日 

・テ ー マ  デジタル化がもたらす社会の 化 生命保険に関 して  

・講  師    （一 社団 人 政 （ F ） 理事、

大学名 教授） 

・参加者数  333 名（う 、一 175 名、生命保険業 158 名） 

        オンライン参加 323 名、対面参加 10 名 

・ 催   対面とオンライン（ oom ナー）の 用 催 

② による  

○ 2021 年度は 催なし。 

情報提供

）

○ 保険学の発 に することを目的に、生命保険を中 とした保険全 に関する

集を発行している。2021 年度は、6月、9月、12 月、3月の年 4回発行した。 

○ 学者、業 関係者、関係 関を対 に、388 を で配布した か、 の

会員を 集した結果、499 名の があった。 

○ 当センター 催の 会等での報 から 9 を「生命保険 集」に掲載した。 

 掲載 は、後掲 52～54 ページ参 。 

○ 6 月 において、2021 年 2 月に 催した 講 会の講 録 1 を掲載した。 

○ 6 月 9 月 において、全 学生保険学 ナール（ S）から を受けた 2020

年度の を「学生 」として、 れ れ 1 掲載した。 

○ 2021 年 10 月、当センターホームページの「学 検 ・ 」に、2020 年度発

行分を 加掲載し できるようにした（ 年 10 月、前年度発行分を 加掲載）。 

○ 2018～2020 年度発行分を Stage 掲載した。 

）

○ 生命保険 例の提供を 、保険 の 、保険会社の実務やコン ライアンス

に することを目的に、2013～2014 年の 例 146 件を 録した「生命保険 例集

25 」を、2022 年 3 月に C M で発行した。 
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○ 「生命保険 例集 26 」 の発行 作業を めた（ 26 は 2015～2016 年

の 例を 録、2022 年度中に発行 ）。 

） ー

○ 学 、 、生命保険業 等で実務・理 面に することを目的とした保険事例

会（16 ページ）の成果を ート形式に とめ、保険事例 会実施後発行し

た（年 9回）。 

○ 保険事例 会参加の学者、 士、生命保険会社 社、 高 等の関係

関を対 に 308 を で配布した か、 の 会員を 集した結果、

501 名の があった。 

○ 2021 年 10 月、当センターホームページの「学 検 ・ 」に、2020 年度発

行分を 加掲載し できるようにした（ 年 10 月、前年度発行分を 加掲載）。 

）WEB メン ン

○ WEB 「生命保険用 ・ 」では、新規 につき 内 を検

し、22 目を掲載（ ・ 加 ）した。 

）

○ 生命保険業 関係者を中 とする生命保険 学会との を 、生命保険

の理 ・ の を行った。 

）

○ 2017 年度から 7年間にわたり、事務 業務を受 している。 

○ 保険学・保険 の 者や実務家を中 とする日 保険学会との を 、保険 

理 ・ の発 に対する を行った。 
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） マ ジメン に る 報

○ 高齢者の生活実 や意 等を する「ライフマ ジメントに関する高齢者の意

」を実施した。 

○ 2020 年 10～11 月に を実施し、2021 年 6 月に 報 を発行した。 た、

結果の 、集計 、報 については、ホームページに掲載した。 

［ 設計］ 

 

（1） 地域 全 （200 地 ） 

（2） 対  60 上の 人 

（3）回 数  2,083 

（4）  化 作  

（5）   

（6）  2020 年 10 月 8 日～11 

月 15 日 

インター ット  

（1） 地域 全  

（2） 対  40 上 59 下の 

人 

（3）回 数  1,000 

（4）  会社の ニター 

（5）  インター ット  

（6）  2020 年 10 月 8 日～10

月 13 日 

［ な 内 ］ 

日 生活、 の行動・性

健康 、歩行量、運 習慣、社会 活動の実施 ・実施意 、 の

行動・性  

金融・保険に関する知

金融に関する知 、保険に関する知  

老後 金

的年金制度の 、 的年金の繰下げ受給に関する認知、受給 年齢を

らせることの障  

生活保障

老後 金 の 的 、老後 金の 的 、病気・ケガに対す

る 的 、 に関する 的 、 分が 介 になるこ

と の 的 、 分の介 に関する 的 、 が 介

になること の 、 の介 に関する 的 、万一 亡した

の 的 、 が万一 亡した の 的  

理

実 、 能 が 分なときの 実 、 能 が 分なと

きの  

の

で生きたいか、人生 100 年 の 来に対する  

［ な 結果］ 

社会に対する意

（ ）高齢者は 80 上 で生きたいと う割合が 9割 

（ ）高年齢 、高 では 社会に対する と が  

（ ） 社会において高齢者は 体 能の 下 、中年 は 生活 金の

が も  

高齢者の健康と ・介 保障

（ ）高年齢 ど日 生活に 障あり 

（ ） ・介 費用の生活費に める割合が高い 80 上 
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（ ）高齢者の 的 は「介 保障」「 保障」「老後保障」の で高い 

（ ） 保障 として「生命保険」が も高い 60～70  

高齢者の家 と 能 下 の対応

（ ） 家 は「配 者」が 6割 、 家 の き合いのある家 ・

は「 ・ 」「 の ども」「 」が多い 

（ ）高年齢 ど多い家 形 は「 」「 分（ ）と と 」 

（ ） 能 下 の は、「 なし」が 6 割 、 も多い は

「家 に 分の を ている」 

（ ） 能 下 の は、 配 者は「配 者」、 がいる場合は「

ども」が多い 

（ ） 保障 としての「生命保険」は、60 で「 金」と  

高齢者の家計・ ・老後保障

（ ）60 前 は「 入」が 7 割、75 上は「 的年金 入」が 8 割

 

（ ）高齢者の 割合は 3割 、 職・ 年齢は現在年齢の 5年後

で 

（ ）金融 に対する 回 意 が高い高齢者 

（ ）保険・金融に関する知 は、 性や 60 前 、高 で高い 

（ ） 職後の 形成は、高齢者は「生命保険」、中年 は「 S 」や「 eCo」

が多い 

） に る 2 ）

○ は、一 家庭における生命保険の加入実 を中 に、生活保障に対する意 等

も め で することを目的に、1965 年から 3 年に 1 回の割合で実施してい

る。 

○ 2021 年 4～5 月に を実施し、9月に 結果の 報 を スリリースし、12 月

に報 を発行した。 た、 結果の 、集計 、報 については、ホームペ

ージに掲載した。 

［2021 年度 の 設計］ 

（1） 地域  全 （400 地 ） 

（2） 対   員 2 人 上の一  

（3）回 数   4,000 

（4）   化 作  

（5）   （ 、 回 ） 

（6）   2021 年 4 月 10 日～5 月 16 日 

［2021 年度 の な 内 ］ 

生命保険（ 人年金保険を ）の加入

加入率、加入件数、加入金 、生命保険の 年間 保険  

人年金保険と年金 の加入

人年金保険と年金 の加入率 

保の の保障 能を つ生命保険や の加入

ガン保険・ガン 等の加入率 

加入の生命保険（ 人年金保険を ）

加入の 間生命保険の加入  

間生命保険の ・ 効の

・ 効の 、 ・ 効の理  
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に る

加入保障内 の

加入保障内 の 、 可能保険

生活保障に対する

に万一のことがあった場合の 的

生命保険（ 人年金保険を ）の 後の加入・ 加加入意

加入・ 加加入意 の  

［ な 結果］ 

生命保険（ 人年金保険を ）の 加入率は 89.8％と前回 と

生命保険（ 人年金保険を ）の 加入率は全生保で ると 89.8％（前回

88.7％）、 保 ースでは 80.3％（前回 79.1％）であった。 

保険の加入率 93.6％、 回新たに を実施した認知症保険と健康増

保険の加入率は れ れ 6.6％、4.2％

保加入 （かん 生命を く）における の保障 能を つ生命保険や

の加入率を ると、 も高いのは「 保険・ 」で、 全体で 93.6％

となっている。前回 よりも 5.1 イント増加した。 

回 から 加した「認知症保険・認知症 」は 6.6％、「健康増 保険・

健康増 」は 4.2％となっている。 

の 亡保険金 は 2,027 万 であり、 き き 下

で た 亡保険金 の 値は全生保で 2,027 万 となり、前回

を 228 万 下回っており、 き き 下 にある。 

年間 保険 は 37.1 万 と前回 と

の年間 保険 （全生保）は、 で 37.1 万 となり、前回 （38.2

万 ）と となっている。 

人年金保険（全生保）の 加入率や 年間 保険 が 2015（ 成 27）

年 増加

人年金保険の 加入率は全生保で 24.3％、 保で 21.4％となっており、

で るとい れも 2015（ 成 27）年 増加 が られる。 

た、 人年金保険の 1年間に い 保険 の 合計 を ると、20.6 万

となっており、2015（ 成 27）年 増加 が られる。 

加入 （ 保）の加入目的は「 費や入 費のため」が 59.0％、「万一

のときの家 の生活保障のため」が 52.4％と上 を める

加入が 保（かん 生命を く）の加入目的を ると、「 費や入 費の

ため」と、「万一のときの家 の生活保障のため」が上 を めた。前回 と比

較すると「老後の生活 金のため」は前回と 、「介 費用のため」は 4.8％

と 2015（ 成 27）年度 増加 にある。 

後増やしたい生活保障 目は、「 の老後の生活 金の 」が前回

から 5.3 イント増加

における生活保障の 目の中で、 後数年間のう に増やしたいもの

を たとこ 、「 の老後の生活 金の 」が も多く 32.4％、 いで

「配 者の老後の生活 金の 」が 27.2％となった。 

前回 と比較すると「 の老後の生活 金の 」が 5.3 イント、「

が 介 となった場合の介 金の 」は 4.6 イント、 れ れ増

加している。 

加入チ ルに している として、「 知 や保障見 しの提案 が い」

「保障内 の や きの対応が い」「 に に対応してくれる」が増

加

加入 が 保（かん 生命を く）加入 に加入 のチ ルについ

て現 で している を たとこ 、「 間がかからない」が 31.0％と

も多く、 いで「 に に対応してくれる」（30.3％）、「保障内 の や
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きの対応が い」（28.4％）の となっている。 

前回 と比較すると、「 知 や保障見 しの提案 が い」が 5.5 イ

ント、「保障内 の や きの対応が い」が 4.6 イント、「 に に

対応してくれる」が 4.3 イント、 れ れ増加している。 

している生命保険知 は「どういった保障が なのか」が 42.3％と も多

く、前回 から 3.2 イント増加

生命保険や 人年金保険に加入する場合に と られる知 の中で、

していると われるものを たとこ 、「どういった保障が なのか」が

42.3％で も多く、前回 と比較すると 3.2 イント増加した。 

） に る ）

○ は、社会 化に う生活保障意 や保障 の実 を に する

ことを目的に、1987 年から実施している。 

○ 2021 年度は、2022 年 4～5月の の実施に け、生命保険・生活保障にかかわる

の学 的活用のあり に関する 会（17 ページ）を て、 内 の検

の を行った。2022 年度 の 設計 内 は 下のと

おりである。 

［2022 年度 の 設計］ 

（1） 地域  全 （400 地 ） 

（2） 対   18～79 の 人 

（3）回 目 数 4,800 

（4）   化 作  

（5）   面 （一 ） 

（6）   2022 年 4 月 2 日～5 月 8 日 

［2022 年度 の な 内 ］ 

生活設計と生活保障意

生活設計の 、 来 られる 的リスク 

保障

的 保険に対する意 、 保障としての生命保険、 保障に対す

る 的 ・ ・ 後の 意 、 5年間の入  

老後保障

的年金に対する意 、老後保障としての生命保険、老後保障に対する

的 ・ ・ 後の 意 、老後生活に対する意  

亡保障

的 亡保障に対する意 、 亡保障としての生命保険、 亡保障に対す

る 的 ・ ・ 後の 意  

介 保障

的介 保険に対する意 、介 保障としての生命保険、介 保障に対す

る 的 ・ ・ 後の 意 、 分の介 に対する意  

の

加入 の 、 後の加入意 、生命保険の加入 、金融・保険

に関する知 量 

 

○ 当センター内の 体制の めに し、2021 年 5 月 催の保険学セ ナー

会（ 、大 ）において、「ライフマ ジメントに関する高齢者の意 」の

結果について 報 を行った。 
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（ ）   

事  

2020 年度 10 報 の  

 

事及び 事  

事  

に いて、い ど た。 

報 事  

2020 年度 10 事業報  

2021 年度 時 会の 事録 人  

（ ） （ の ）

・ 事 1 の （ ） 

会の目的で る に いて、2022 年 3 月 23 までに の全 から

に の を たため、当 を する の 会の

が った のとみな た。 

事

（ ）  事  

事  

1  2020 年度 10 事業報 （ ） 

2  2020 年度 10 報 （ ） 

3  内 への事業報 等に る提 類（ ） 

4  2021 年度 時 会の 時及び びに 事に付すべ  

事 （ ） 

に いて、い ど た。 

報 事  

ン・ リ ン 生命、 ーリ 生命、なない 生命 会報  

事の 務 報  

2021 年度 11 の  

（ ）  事

事  

1  11 2021 年度 （ ） 

2  12 2022 年度 事業計画 （ ） 

3  12 2022 年度 （ ） 

に いて、い ど た。 
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報 事  

2021 年度上 結果報  

理事の職務執行 報  

）2 22 ）

・ 員会（ の ）について 

理事会の目的である 案について、2022 年 3 月 14 日 でに理事の全員から 面

により 意の意 を、 た 事の全員から 面により がない の意

を たため、当 案を 認可 する の理事会の があったものと な れた。
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学校応 人応 等 等 等 作

39 1,071 1 2 7 26 36

22 532 1 7 3 18 29

6 89 1 1 2

17 134 2 1 1 1 1 9 13

12 64 1 3 2 6

形 2 16 1 1

42 530 1 6 2 14 23

17 661 1 2 3 13 19

10 222 1 1 1 8 11

33 986 1 1 7 4 22 34

60 1,472 2 1 1 11 10 37 60

43 1,612 1 5 11 41 58

66 2,927 6 1 1 25 18 85 130

33 479 4 1 5 6 21 33

新 13 134 1 1 2 5 9

19 258 1 3 5 9

5 16 1 1 1

13 212 1 1 15 17

2 23 1 1 2

野 20 582 1 2 7 35 45

19 1,216 1 6 9 56 72

41 1,661 1 1 20 9 47 77

知 35 2,500 5 1 1 8 5 20 35

12 480 1 1 3 11 16

36 872 1 2 3 16 22

29 1,159 1 1 3 4 25 33

大 33 3,310 1 9 5 55 70

28 879 2 1 1 7 8 13 30

10 105 1 3 4

5 305 1 1 8 10

15 364 1 1 10 12

3 69 1 1 2

20 505 1 1 6 8

38 1,027 1 6 6 24 37

25 586 1 6 3 8 18

18 433 1 1 5 10 17

7 104 1 6 7

16 535 1 4 17 22

高知 8 82 1 1 2

28 1,254 2 1 12 7 27 47

17 319 1 1 2 5 8

14 746 1 3 2 8 14

29 2,063 1 7 7 37 52

大分 8 379 1 1 2 7 11

14 225 1 2 4 7

29 452 1 1 1 3 5 10

12 978 1 4 1 8 14

合   計 1,023 1 1 1 5 43 176 170 798 1,195

応 校数

応 数

34,657

ン ール

応
入 者 数

学
大

全日 中
学校 会

生命保険
化セン

ター

生命保険 化センター
入 者数
合 計

 29
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催月日 学 校 名 テ ー マ 受講者数

1 4月13日 大学教育学 中等教育学校 と らいとライフ ラン 37

2 4月13日 大学教育学 中等教育学校 生活設計とリスク の 37

3 4月14日 大学教育学 中等教育学校 と らいとライフ ラン 38

4 4月14日 大学教育学 中等教育学校 生活設計とリスク の 38

5 4月16日 学校インターナシ ナルリ ート ッジ と らいとライフ ラン 68

6 4月16日 学校インターナシ ナルリ ート ッジ 生活設計とリスク 理 68

7 4月16日 大学教育学 中等教育学校 と らいとライフ ラン 37

8 4月16日 大学教育学 中等教育学校 生活設計とリスク の 37

9 4月16日 大 関 大学 生活設計とリスク 理 53

10 4月19日 大学 生活設計とリスク 理 65

11 4月20日 大学 生活設計とリスク 理 35

12 4月21日 知 中 大学 生活設計とリスク 理 18

13 4月22日 業大学 生命保険の 知 43

14 4月23日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 33

15 4月23日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 33

16 4月23日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 33

17 4月23日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 33

18 4月23日 大 関 大学 生命保険の 知 53

19 4月24日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 34

20 4月24日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 34

21 4月24日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 33

22 4月24日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 33

23 4月24日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 35

24 4月24日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 35

25 4月24日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 36

26 4月24日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 36

27 4月24日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 17

28 4月24日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 17

29 4月26日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 38

30 4月26日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 38

31 4月26日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 37

32 4月26日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 37

33 4月27日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 32

34 4月27日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 32

35 4月27日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 37

36 4月27日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 37

37 4月27日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 31

38 4月27日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 31

39 4月27日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 28

40 4月27日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 28

41 4月28日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 32

42 4月28日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 32

43 4月28日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 36

44 4月28日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 36

45 4月30日 大 関 大学 保険と介 保険 53

46 5月7日 大 関 大学 的年金と 人年金 53

47 5月11日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 37

48 5月11日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 37

49 5月11日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 36

50 5月11日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 36

51 5月11日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 16

52 5月11日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 16

53 5月12日 目 日 大学高等学校 と らいとライフ ラン 34

54 5月12日 目 日 大学高等学校 生活設計とリスク の 34

30 30



催月日 学 校 名 テ ー マ 受講者数

55 5月17日 大 大 成 高等学校 生活設計とリスク の 34

56 5月17日 大 大 成 高等学校 生活設計とリスク の 27

57 5月17日 大 大 成 高等学校 生活設計とリスク の 21

58 5月17日 学 大学 リスクに る 6

59 5月17日 学 大学 リスクに る 25

60 5月17日 大学 的年金と 人年金 60

61 5月18日 学 大学 生活設計とリスク 理 39

62 5月18日 大学 リスクに る 64

63 5月19日 大 大 成 高等学校 生活設計とリスク の 28

64 5月19日 大 大 成 高等学校 生活設計とリスク の 39

65 5月19日 大 大 成 高等学校 生活設計とリスク の 35

66 5月28日 知 学 大学 生活設計とリスク 理 213

67 5月31日 学 大学 リスクに る 34

68 6月1日 下関 大学 生命保険と税金の知 12

69 6月4日 大 大学 生活設計とリスク 理 400

70 6月7日 大 関 大学 生活設計とリスク 理 100

71 6月8日 大学 リスクに る 182

72 6月9日 大学 リスクに る 43

73 6月11日 大 中学校 生活設計とリスク の 35

74 6月11日 大 中学校 生活設計とリスク の 34

75 6月11日 大 中学校 生活設計とリスク の 34

76 6月11日 大 中学校 生活設計とリスク の 34

77 6月11日 大 中学校 生活設計とリスク の 34

78 6月14日 一学 高等学校 と らいとライフ ラン 23

79 6月14日 一学 高等学校 生活設計とリスク の 23

80 6月15日 大学 生活設計とリスク 理 58

81 6月15日 大 大 大学 生活設計とリスク 理 74

82 6月15日 学校 生活設計とリスク 理 21

83 6月16日 大分 大分大学 生命保険と税金の知 32

84 6月17日 大学 生命保険の 知 100

85 6月18日 大 中学校 生活設計とリスク の 36

86 6月18日 大 中学校 生活設計とリスク の 35

87 6月18日 大 中学校 生活設計とリスク の 30

88 6月18日 大 中学校 生活設計とリスク の 30

89 6月18日 大 中学校 生活設計とリスク の 32

90 6月18日 大 中学校 生活設計とリスク の 30

91 6月21日 高等学校 と らいとライフ ラン 35

92 6月21日 高等学校 生活設計とリスク の 35

93 6月21日 理 大学 リスクに る 134

94 6月22日 大 中学校 リスクに る 32

95 6月22日 高等学校 と らいとライフ ラン 35

96 6月22日 高等学校 生活設計とリスク の 35

97 6月22日 高等学校 と らいとライフ ラン 32

98 6月22日 高等学校 生活設計とリスク の 32

99 6月23日 大 中学校 リスクに る 34

100 6月23日 大 中学校 リスクに る 33

101 6月23日 大 中学校 リスクに る 32

102 6月23日 大分 大分大学 生活設計とリスク 理 24

103 6月23日 大学 リスクに る 100

104 6月24日 大 中学校 リスクに る 29

105 6月24日 高等学校 と らいとライフ ラン 36

106 6月24日 高等学校 生活設計とリスク の 36

107 6月24日 学校 人 学 わせがく高等学校 と らいとライフ ラン 163

108 6月24日 学校 人 学 わせがく高等学校 生活設計とリスク の 163

109 6月24日 日 大学 リスクに る 100

110 6月25日 大 大学 的年金と 人年金 50

111 6月25日 大学 生活設計とリスク 理 10

112 6月29日 大学 生命保険の 知 68
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113 6月29日 学大学 生活設計とリスク 理 220

114 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 13

115 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 14

116 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 26

117 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 17

118 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 19

119 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 25

120 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 24

121 6月30日 高等学校 生活設計とリスク の 23

122 7月1日 町 らい学 リスクに る 57

123 7月1日 大学 的年金と 人年金 30

124 7月1日 大学 リスクに る 33

125 7月2日 大学 中学校 リスクに る 20

126 7月5日 大学 中等教育学校 「成年」になるということ 31

127 7月5日 大学 中等教育学校 「成年」になるということ 30

128 7月5日 大学 中等教育学校 「成年」になるということ 32

129 7月5日 大学 中等教育学校 「成年」になるということ 30

130 7月5日 大学 生命保険と税金の知 20

131 7月5日 大学 的年金と 人年金 20

132 7月5日 大学 保険と介 保険 20

133 7月5日 大学 生命保険の 知 20

134 7月5日 大学 生活設計とリスク 理 20

135 7月6日 大 大 大学 生命保険の 知 79

136 7月6日 学大学 生命保険の 知 220

137 7月8日 大 一中学校 生活設計とリスク の 35

138 7月8日 大 一中学校 生活設計とリスク の 35

139 7月8日 大 一中学校 生活設計とリスク の 35

140 7月8日 大 一中学校 生活設計とリスク の 35

141 7月8日 大 一中学校 生活設計とリスク の 35

142 7月12日 大学 中等教育学校 ・共 ・ について よう 29

143 7月12日 大学 中等教育学校 ・共 ・ について よう 31

144 7月12日 大学 中等教育学校 ・共 ・ について よう 31

145 7月12日 大学 中等教育学校 ・共 ・ について よう 32

146 7月13日 高等学校 中学校 「成年」になるということ 40

147 7月13日 中等教育学校 と らいとライフ ラン 29

148 7月13日 中等教育学校 生活設計とリスク の 29

149 7月13日 中等教育学校 と らいとライフ ラン 31

150 7月13日 中等教育学校 生活設計とリスク の 31

151 7月13日 中等教育学校 と らいとライフ ラン 32

152 7月13日 中等教育学校 生活設計とリスク の 32

153 7月13日 中等教育学校 と らいとライフ ラン 30

154 7月13日 中等教育学校 生活設計とリスク の 30

155 7月13日 実中学校 リスクに る 136

156 7月13日 大分 大学 生活設計とリスク 理 18

157 7月13日 MC 学校 生活設計とリスク 理 39

158 7月14日 高等学校 「成年」になるということ 22

159 7月14日 高等学校 「成年」になるということ 23

160 7月14日 高等学校 「成年」になるということ 23

161 7月14日 高等学校 「成年」になるということ 25

162 7月14日 高等学校 「成年」になるということ 25

163 7月14日 野 野 大学 リスクに る 84

164 7月15日 町 らい学 リスクに る 44

165 7月15日 大学 生活設計とリスク 理 29

166 7月15日 大学 生活設計とリスク 理 75

167 7月15日 野 野大学 リスクに る 69

168 7月16日 大分 中学校 リスクに る 30

169 7月16日 大分 中学校 リスクに る 29

170 7月16日 大分 中学校 リスクに る 28
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171 7月16日 中学校 リスクに る 33

172 7月16日 中学校 リスクに る 34

173 7月16日 中学校 リスクに る 31

174 7月16日 中学校 リスクに る 34

175 7月16日 中学校 リスクに る 34

176 7月16日 中学校 リスクに る 35

177 7月19日 中学校 リスクに る 4

178 7月19日 中学校 リスクに る 6

179 7月19日 中学校 リスクに る 7

180 7月19日 大 高 中学校 リスクに る 89

181 7月20日 大 大学 生活設計とリスク 理 112

182 7月21日 日 大学 生活設計とリスク 理 54

183 7月22日 町 らい学 リスクに る 44

184 7月22日 金 大学 生活設計とリスク 理 85

185 9月6日 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 17

186 9月6日 高等学校 生活設計とリスク の 17

187 9月6日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 36

188 9月7日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 39

189 9月8日 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 17

190 9月8日 高等学校 生活設計とリスク の 17

191 9月8日 高等学校 生活設計とリスク の 167

192 9月9日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 36

193 9月13日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

194 9月13日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

195 9月13日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

196 9月13日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

197 9月14日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 36

198 9月14日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 37

199 9月14日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 39

200 9月14日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 34

201 9月14日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

202 9月14日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

203 9月14日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

204 9月14日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

205 9月15日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 37

206 9月15日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

207 9月15日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 40

208 9月16日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 38

209 9月16日 大学 生活設計とリスク 理 82

210 9月17日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 37

211 9月17日 高等学校 リスクに対する社会保障と 的保障 34

212 9月21日 高等学校 生活設計とリスク の 31

213 9月21日 高等学校 生活設計とリスク の 33

214 9月21日 大 関 大学 生活設計とリスク 理 216

215 9月24日 高等学校 生活設計とリスク の 21

216 9月24日 高等学校 生活設計とリスク の 33

217 9月24日 高等学校 生活設計とリスク の 32

218 9月27日 高等学校 生活設計とリスク の 33

219 9月27日 高等学校 生活設計とリスク の 33

220 9月28日 大 関 大学 生命保険の 知 216

221 9月29日 大 大 大学 生活設計とリスク 理 65

222 9月30日 大 高等学校 と らいとライフ ラン 34

223 9月30日 大 高等学校 生活設計とリスク の 34

224 9月30日 大 高等学校 と らいとライフ ラン 24

225 9月30日 大 高等学校 生活設計とリスク の 24

226 10月4日 知 日 大学 生活設計とリスク 理 152

227 10月6日 大 大 大学 生命保険の 知 65

228 10月6日 高等学校 と らいとライフ ラン 33
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229 10月6日 高等学校 「成年」になるということ 33

230 10月6日 高等学校 と らいとライフ ラン 31

231 10月6日 高等学校 「成年」になるということ 31

232 10月7日 教育大学 生活設計とリスク 理 23

233 10月8日 知 名 高等学校 ・共 ・ について よう 40

234 10月8日 知 名 高等学校 ・共 ・ について よう 40

235 10月8日 大学 生活設計とリスク 理 18

236 10月8日 高等学校 と らいとライフ ラン 18

237 10月8日 高等学校 「成年」になるということ 18

238 10月11日 大学 生活設計とリスク 理 75

239 10月11日 知 日 大学 的年金と 人年金 149

240 10月12日 中学校 「人生100年 」に な とは？ 158

241 10月13日 大 大 大学 保険と介 保険 65

242 10月13日 多 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 30

243 10月13日 多 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 26

244 10月13日 多 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 33

245 10月13日 多 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 25

246 10月13日 多 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 25

247 10月14日 大学 生活設計とリスク 理 17

248 10月15日 大学 生活設計とリスク 理 50

249 10月16日 業大学 生活設計とリスク 理 149

250 10月18日 学 大学 生活設計とリスク 理 90

251 10月20日 大 大 大学 的年金と 人年金 65

252 10月20日 大学 生活設計とリスク 理 89

253 10月20日 高等学校 生活設計とリスク の 41

254 10月20日 高等学校 生活設計とリスク の 66

255 10月21日 知 名 高等学校 ・共 ・ について よう 40

256 10月21日 知 名 高等学校 ・共 ・ について よう 40

257 10月22日 大学 生活設計とリスク 理 89

258 10月25日 学 大学 生命保険の 知 90

259 10月25日 大 高等学校 ・共 ・ について よう 160

260 10月25日 高 中学校 と らいとライフ ラン 30

261 10月25日 高 中学校 リスクに る 30

262 10月25日 高 中学校 と らいとライフ ラン 30

263 10月25日 高 中学校 リスクに る 30

264 10月26日 大学 人年金と介 保険 40

265 10月26日 大学 保険と介 保険 19

266 10月26日 大学 保険と介 保険 19

267 10月27日 学 高等学校 生活設計とリスク の 42

268 10月27日 学 高等学校 生活設計とリスク の 44

269 10月27日 学 高等学校 生活設計とリスク の 40

270 10月27日 学 高等学校 生活設計とリスク の 41

271 10月28日 知 名 高等学校 ・共 ・ について よう 40

272 10月28日 大学 ライフコースと生命保険 35

273 10月29日 大学 生命保険の 知 89

274 11月1日 業高等学校 生活設計とリスク の 36

275 11月1日 業高等学校 生活設計とリスク の 38

276 11月2日 理大学 ・共 ・ について よう 197

277 11月2日 大 関 大学 保険と介 保険 216

278 11月3日 下高等学校 生活設計とリスク の 10

279 11月4日 高等学校 生活設計とリスク の 11

280 11月4日 高等学校 生活設計とリスク の 20

281 11月4日 高等学校 生活設計とリスク の 20

282 11月4日 高等学校 生活設計とリスク の 20

283 11月4日 高等学校 生活設計とリスク の 20

284 11月4日 高等学校 生活設計とリスク の 20

285 11月4日 理大学 生活設計とリスク 理 126
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286 11月6日 高等学校 けんの ホン or Beg nners 289

287 11月8日 学 大学 保険と介 保険 90

288 11月8日 大学 高等学校 と らいとライフ ラン 6

289 11月8日 大学 高等学校 生活設計とリスク の 6

290 11月9日 理大学 事例から るリスクマ ジメント 187

291 11月10日 大学 高等学校 ・共 ・ について よう 6

292 11月10日 大学 高等学校 ・共 ・ について よう 6

293 11月10日 大分 大分大学 保障 23

294 11月10日 下高等学校 事例から るリスクマ ジメント 10

295 11月11日 理大学 生命保険の 知 147

296 11月11日 高等学校 生活設計とリスク の 25

297 11月11日 高等学校 生活設計とリスク の 53

298 11月11日 高等学校 生活設計とリスク の 55

299 11月11日 加 高等学校 生活設計とリスク の 78

300 11月11日 加 高等学校 生活設計とリスク の 118

301 11月12日 学 高等学校 「成年」になるということ 28

302 11月12日 知 中 大学 生命保険の 知 350

303 11月12日 高等学校 けんの ホン or Beg nners 215

304 11月15日 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 13

305 11月16日 中学校 リスクに る 24

306 11月16日 学 高等学校 「成年」になるということ 27

307 11月16日 学 高等学校 「成年」になるということ 24

308 11月16日 大学 生活設計とリスク 理 47

309 11月16日 理大学 「成年」になるということ 188

310 11月16日 大学 生命保険と税金の知 30

311 11月17日 学 高等学校 「成年」になるということ 24

312 11月17日 学 高等学校 「成年」になるということ 17

313 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 28

314 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 28

315 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 19

316 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 19

317 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 29

318 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 29

319 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 26

320 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 26

321 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 34

322 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 34

323 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 28

324 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 28

325 11月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 26

326 11月17日 高等学校 生活設計とリスク の 26

327 11月17日 形 学 大学 生活設計とリスク 理 17

328 11月17日 下高等学校 「成年」になるということ 10

329 11月18日 学 高等学校 「成年」になるということ 20

330 11月18日 学 高等学校 「成年」になるということ 30

331 11月18日 学 高等学校 「成年」になるということ 26

332 11月18日 理大学 保険と介 保険 150

333 11月18日 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 57

334 11月19日 大 大学 生命保険の 知 200

335 11月22日 高等学校 「成年」になるということ 40

336 11月22日 高等学校 生活設計とリスク の 40

337 11月22日 野 大学 リスクに る 89

338 11月23日 理大学 生活設計とリスク の 189

339 11月24日 新 新 合高等学校 けんの ホン or Beg nners 89

340 11月24日 大学 生命保険の 知 70

341 11月24日 大分 大分大学 的年金と 人年金 33

3535



催月日 学 校 名 テ ー マ 受講者数

342 11月24日 知 名 大学 生活設計とリスク 理 46

343 11月25日 大学 生活設計とリスク の 47

344 11月25日 理大学 的年金と 人年金 140

345 11月25日 日 大学 生活設計とリスク 理 21

346 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 34

347 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 36

348 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 36

349 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 35

350 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 28

351 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 33

352 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 30

353 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 38

354 11月25日 高等学校 生活設計とリスク の 33

355 11月26日 関 学 大学 リスクに る 10

356 11月26日 学習 大学 リスクに る 124

357 11月26日 高等学校 と らいとライフ ラン 38

358 11月26日 高等学校 生活設計とリスク の 38

359 11月29日 教育 学校 生活設計とリスク 理 51

360 11月29日 教育 学校 生活設計とリスク 理 84

361 11月30日 知 知 高等学校 「成年」になるということ 31

362 11月30日 大学 生活設計とリスク 理 84

363 11月30日 高等学校 生活設計とリスク の 10

364 11月30日 高等学校 生活設計とリスク の 10

365 11月30日 高等学校 生活設計とリスク の 6

366 11月30日 知 知教育大学 リスクに る 21

367 11月30日 中 大学 リスクに る 67

368 12月1日 大学 生活設計とリスク 理 91

369 12月1日 大分 大分大学 亡保障 25

370 12月1日 大学 リスクに る 73

371 12月1日 知 名 大学 的年金と 人年金 46

372 12月2日 知 名 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 40

373 12月2日 知 名 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 40

374 12月2日 知 名 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 40

375 12月2日 知 名 高等学校 生活設計とリスク の 40

376 12月2日 知 名 高等学校 生活設計とリスク の 40

377 12月2日 知 名 高等学校 生活設計とリスク の 40

378 12月2日 大学 生命保険の 知 30

379 12月3日 知 名 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 40

380 12月3日 知 名 高等学校 生活設計とリスク の 40

381 12月3日 MC 学校 生活設計とリスク 理 28

382 12月3日 業高等学校 けんの ホン or Beg nners 145

383 12月3日 業高等学校 けんの ホン or Beg nners 146

384 12月3日 大学 生命保険の 知 83

385 12月3日 知 名 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 40

386 12月3日 知 名 高等学校 生活設計とリスク の 40

387 12月6日 中 大学 生命保険の 知 40

388 12月6日 大学 生活設計とリスク 理 41

389 12月6日 学 大学 リスクに る 270

390 12月6日 学 大学 リスクに る 270

391 12月6日 大 大学コン ーシアム大 リスクに る 68

392 12月7日 高等学校 「成年」になるということ 36

393 12月7日 高等学校 「成年」になるということ 34

394 12月7日 高等学校 「成年」になるということ 33

395 12月7日 高等学校 「成年」になるということ 35

396 12月7日 高等学校 「成年」になるということ 32

397 12月7日 高等学校 「成年」になるということ 37
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催月日 学 校 名 テ ー マ 受講者数

398 12月8日 大分 大分大学 介 保障 23

399 12月9日 大学 生活設計とリスク の 98

400 12月9日 知 学 大学 リスクに る 20

401 12月10日 高等学校 生活設計とリスク の 21

402 12月10日 高等学校 生活設計とリスク の 35

403 12月13日 新 新 上高等学校 「成年」になるということ 30

404 12月14日 中野 業高等学校 ・共 ・ について よう 32

405 12月14日 中野 業高等学校 ・共 ・ について よう 24

406 12月14日 中野 業高等学校 ・共 ・ について よう 20

407 12月14日 知 名 中学校 リスクに る 29

408 12月14日 知 名 中学校 リスクに る 29

409 12月14日 知 名 中学校 リスクに る 29

410 12月14日 知 名 中学校 「人生100年 」に な とは？ 30

411 12月14日 知 名 中学校 「人生100年 」に な とは？ 29

412 12月14日 知 名 中学校 「人生100年 」に な とは？ 29

413 12月15日 上 中学校 「人生100年 」に な とは？ 27

414 12月15日 上 中学校 「人生100年 」に な とは？ 28

415 12月15日 上 中学校 「人生100年 」に な とは？ 28

416 12月15日 大 大 高等学校 けんの ホン or Beg nners 36

417 12月15日 大学 生活設計とリスク の 105

418 12月15日 学 大学 生活設計とリスク 理 109

419 12月16日 中野 業高等学校 ・共 ・ について よう 17

420 12月16日 中野 業高等学校 ・共 ・ について よう 14

421 12月20日 高等学校 生活設計とリスク の 22

422 12月20日 高等学校 「成年」になるということ 22

423 12月20日 高等学校 生活設計とリスク の 35

424 12月20日 高等学校 「成年」になるということ 35

425 12月20日 高等学校 生活設計とリスク の 43

426 12月20日 高等学校 「成年」になるということ 43

427 12月21日 業高等学校 と らいとライフ ラン 27

428 12月21日 業高等学校 生活設計とリスク の 27

429 12月21日 大学 生活設計とリスク 理 8

430 12月21日 成 高等学校 けんの ホン or Beg nners 161

431 12月21日 高等学校 と らいとライフ ラン 27

432 12月21日 高等学校 生活設計とリスク の 27

433 12月22日 業高等学校 と らいとライフ ラン 24

434 12月22日 業高等学校 生活設計とリスク の 24

435 12月22日 業高等学校 と らいとライフ ラン 29

436 12月22日 業高等学校 生活設計とリスク の 29

437 12月22日 高等学校 ・共 ・ について よう 59

438 12月22日 高 高等学校 けんの ホン or Beg nners 10

439 12月22日 高 高等学校 生活設計とリスク の 10

440 1月11日 大学 生命保険の 知 24

441 1月11日 新 新 高等学校 生活設計とリスク の 19

442 1月11日 大 関 大学 的年金と 人年金 216

443 1月12日 生 学 生活設計とリスク 理 19

444 1月17日 業高等学校 と らいとライフ ラン 30

445 1月17日 業高等学校 生活設計とリスク の 30

446 1月18日 業高等学校 と らいとライフ ラン 26

447 1月18日 業高等学校 生活設計とリスク の 26

448 1月18日 業高等学校 と らいとライフ ラン 26

449 1月18日 業高等学校 生活設計とリスク の 26

450 1月19日 新 高等学校 ・共 ・ について よう 33

451 1月19日 高等学校 けんの ホン or Beg nners 32

452 1月20日 大学 リスクに る 52

453 1月24日 大分 大分 大分 業高等学校 生活設計とリスク の 40
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催月日 学 校 名 テ ー マ 受講者数

454 1月24日 大分 大分 大分 業高等学校 生活設計とリスク の 35

455 1月24日 大分 大分 大分 業高等学校 生活設計とリスク の 38

456 1月24日 大分 大分 大分 業高等学校 生活設計とリスク の 36

457 1月24日 大分 大分 大分 業高等学校 生活設計とリスク の 37

458 1月24日 大分 大分 大分 業高等学校 生活設計とリスク の 38

459 1月25日 野高等学校 「成年」になるということ 37

460 1月25日 野高等学校 「成年」になるということ 40

461 1月25日 中 大学 中学校高等学校 生活設計とリスク の 310

462 1月25日 大分 大分 大分 業高等学校 ・共 ・ について よう 36

463 1月25日 大分 大分 大分 業高等学校 ・共 ・ について よう 37

464 1月25日 大分 大分 大分 業高等学校 ・共 ・ について よう 38

465 1月26日 大分 大分 大分 業高等学校 ・共 ・ について よう 40

466 1月26日 大分 大分 大分 業高等学校 ・共 ・ について よう 35

467 1月26日 大分 大分 大分 業高等学校 ・共 ・ について よう 38

468 1月27日 野高等学校 「成年」になるということ 26

469 1月27日 野高等学校 「成年」になるということ 36

470 1月27日 野高等学校 「成年」になるということ 26

471 1月27日 野高等学校 「成年」になるということ 37

472 1月27日 野高等学校 「成年」になるということ 38

473 1月28日 野高等学校 「成年」になるということ 36

474 1月28日 野高等学校 「成年」になるということ 26

475 1月28日 高等学校 「成年」になるということ 148

476 1月31日 リ リテーシ ン 学 生活設計とリスク 理 25

477 2月3日 業高等学校 けんの ホン or Beg nners 90

478 2月4日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 32

479 2月4日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 34

480 2月4日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 32

481 2月4日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 34

482 2月7日 気 高等学校 けんの ホン or Beg nners 97

483 2月7日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 33

484 2月7日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 34

485 2月7日 実業高等学校 けんの ホン or Beg nners 66

486 2月7日 実業高等学校 けんの ホン or Beg nners 65

487 2月7日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 33

488 2月7日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 34

489 2月8日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 33

490 2月8日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 33

491 2月9日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 36

492 2月9日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 36

493 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 20

494 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 33

495 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 19

496 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 27

497 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 32

498 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 28

499 2月10日 知 知 高等学校 けんの ホン or Beg nners 9

500 2月10日 保 高等学校 けんの ホン or Beg nners 102

501 2月10日 業高等学校 生活設計とリスク の 100

502 2月10日 業高等学校 「成年」になるということ 100

503 2月10日 大 大 高等学校 と らいとライフ ラン 33

504 2月10日 大 大 高等学校 生活設計とリスク の 33

505 2月14日 学 学 高等学校 けんの ホン or Beg nners 131

506 2月14日 学 大学 学校 生活設計とリスク 理 5

507 2月16日 成高等学校 「成年」になるということ 91

508 2月17日 高等学校 けんの ホン or Beg nners 177

509 2月18日 学校 生活設計とリスク 理 13
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催月日 学 校 名 テ ー マ 受講者数

510 2月25日 高等学校 ・共 ・ について よう 33

511 2月25日 高等学校 ・共 ・ について よう 31

512 2月25日 高等学校 ・共 ・ について よう 32

513 2月25日 高等学校 ・共 ・ について よう 35

514 2月25日 学校 生活設計とリスク 理 20

515 3月2日 大学 中学校 と らいとライフ ラン 34

516 3月2日 大学 中学校 リスクに る 34

517 3月3日 金 中学校 「人生100年 」に な とは？ 34

518 3月3日 金 中学校 「人生100年 」に な とは？ 33

519 3月3日 金 中学校 「人生100年 」に な とは？ 32

520 3月3日 金 中学校 「人生100年 」に な とは？ 31

521 3月3日 金 中学校 「人生100年 」に な とは？ 29

522 3月3日 Cおお ら高等学 「成年」になるということ 45

523 3月3日 大分 大分中学校 リスクに る 33

524 3月7日 ア デ ー 学校 生活設計とリスク 理 12

525 3月7日 高等学校 と らいとライフ ラン 9

526 3月7日 高等学校 生活設計とリスク の 9

527 3月9日 高等学校 中学校 リスクに る 40

528 3月9日 高等学校 中学校 リスクに る 40

529 3月9日 高等学校 中学校 「成年」になるということ 40

530 3月9日 高等学校 と らいとライフ ラン 31

531 3月9日 高等学校 生活設計とリスク の 31

532 3月9日 高等学校 と らいとライフ ラン 31

533 3月9日 高等学校 生活設計とリスク の 31

534 3月10日 高等学校 と らいとライフ ラン 31

535 3月10日 高等学校 生活設計とリスク の 31

536 3月10日 高等学校 と らいとライフ ラン 31

537 3月10日 高等学校 生活設計とリスク の 31

538 3月11日 大 高等学校 「成年」になるということ 106

539 3月15日 高等学校 と らいとライフ ラン 32

540 3月15日 高等学校 生活設計とリスク の 32

541 3月15日 高等学校 と らいとライフ ラン 31

542 3月15日 高等学校 生活設計とリスク の 31

543 3月16日 業高等学校 生命保険の 知 39

544 3月16日 業高等学校 生活設計とリスク の 39

545 3月16日 高等学校 「成年」になるということ 145

546 3月17日 高等学校 と らいとライフ ラン 219

547 3月17日 高等学校 「成年」になるということ 219

548 3月22日 大学 大学 生活設計とリスク 理 77

549 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 37

550 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 32

551 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 38

552 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 35

553 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 37

554 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 35

555 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 37

556 3月22日 士 高等学校 事例から るリスクマ ジメント 34

557 3月23日 業高等学校 ・共 ・ について よう 12

合 計 27,192
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）
催月日 催 団 体 テ ー マ 受講者数

1 5月12日 学習センター 的年金と 人年金 30

2 5月24日 大学 ・共 ・ について 85

3 5月26日 学習センター セ ン ライフと生命保険 36

4 5月28日 消費者センター 保険と介 保険 27

5 6月14日 生 学習センター 的年金と 人年金 7

6 6月17日 消費生活センター 保険と介 保険 11

7 7月13日 前町 共 参 センター「リ ラ」 育て の生活設計と生命保険 6

8 7月14日 会 セ ン ライフと生命保険 4

9 9月7日 教育 員会生 学習 生命保険と税金の知 20

10 9月11日 的年金と 人年金 20

11 9月18日 F 学生会 生命保険と税金の知 38

12 10月15日 いた 保険と介 保険 43

13 11月2日 形 内消費生活センター 生命保険の 知 43

14 11月15日 社会 協 会 生命保険の 知 4

15 11月16日 町地域ケア ラザ 介 保険 7

16 11月19日 消費生活センター 保険と介 保険 14

17 11月24日 消費生活センター 生命保険の 知 12

18 12月1日 消費者協会 セ ン ライフと生命保険 19

19 12月2日 いた 保険と介 保険 15

20 12月6日 大学 ・共 ・ について 78

21 12月8日 セ ン ライフと生命保険 42

22 12月15日 消費者センター ・共 ・ について 12

23 12月15日 （中 ） セ ン ライフと生命保険 35

24 2月22日 地域 業 セ ン ライフと生命保険 14

合計 622
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）
催月日 催 団 体 テ ー マ 受講者数

1 4月6日 新日 新 社 新入社員 け 7

2 4月15日 大 務 的年金と 人年金 54

3 4月21日 式会社ニチリン 新入社員 け 5

4 4月22日 式会社デュアルタッ 新入社員 け 20

5 4月26日 スペース ンタル 式会社 新入社員 け 8

6 5月19日 インフォメーシ ンシステム 合 年 職 62

7 5月21日 式会社 ーセ ンディ メント 的年金と 人年金 15

8 6月4日 全日 関 業 合 合会 年 職 40

9 6月16日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 36

10 6月16日 等 者 務 理 構 年 職 36

11 6月18日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 21

12 6月18日 等 者 務 理 構 年 職 21

13 7月7日 町 場 生命保険の 知 8

14 8月6日 教育 員会 保険と介 保険 80

15 8月6日 教育 員会 的年金と 人年金 80

16 8月17日 的年金と 人年金 9

17 8月23日 等 者 務 理 構座間 的年金と 人年金 9

18 8月23日 等 者 務 理 構座間 年 職 9

19 8月24日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 63

20 8月24日 等 者 務 理 構 年 職 63

21 9月2日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 54

22 9月2日 等 者 務 理 構 年 職 54

23 9月15日 等 者 務 理 構 年 職 19

24 9月15日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 19

25 9月16日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 8

26 9月16日 等 者 務 理 構 年後の生活設計 8

27 9月22日 等 者 務 理 構 年 職 19

28 9月22日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 19

29 9月29日 等 者 務 理 構座間 的年金と 人年金 18

30 9月29日 等 者 務 理 構座間 年 職 18

31 10月1日 内 内 人事 保険と介 保険 1,200

32 10月8日 年 職 73

33 10月13日 知 式会社 業 的年金と 人年金 11

34 10月13日 知 式会社 業 年 職 11

35 10月15日 等 者 務 理 構 年 職 8

36 10月15日 等 者 務 理 構 的年金と 人年金 8

37 10月18日 社会 人 社会 協 会 的年金と 人年金 40

38 11月12日 知 務 人事 年 職 41

39 11月15日 介 保険 10

40 11月16日 介 保険 9

41 11月16日 介 保険 10

42 11月17日 介 保険 6

43 11月17日 介 保険 8

44 11月18日 知 務 人事 年 職 50

45 11月18日 学校共 合 年 職 45

46 11月25日 高等 年 職 22

47 11月26日 知 式会社M an artners 年 職 8

48 11月29日 知 式会社M an artners 年 職 10

49 11月30日 知 式会社M an artners 年 職 10

50 12月1日 理 職員 生 育て の生活設計と生命保険 30

51 12月8日 理 職員 生 育て の生活設計と生命保険 33

52 1月27日 税 税務大学校 生命保険の 知 917

53 2月18日 税 税務大学校 生命保険の 知 315

54 3月4日 リア新 業 式会社 年 職 18

合 計 3,775
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催月日 催 団 体 テ ー マ 受講者数

1 6月14日 高知 生命保険意見交換会 保険金・給 金の受 の 意 等 10

2 7月2日 大 消費生活センター 生命保険の 知 、 事例について 6

3 7月13日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 13

4 7月14日 生命保険意見交換会 場リスクを する生命保険 28

5 7月15日 大分 生命保険意見交換会 の保険 の イント 14

6 7月18日 消費生活 者の会 保険と介 保険 18

7 7月20日 行政 人 生活センター 事例から学 26

8 7月30日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 14

9 8月19日 行政 人 生活センター 事例から学 50

10 8月21日 大 （ 社）全 消費生活 員協会関 事例から学 27

11 8月25日 生命保険意見交換会 場リスクを する生命保険 6

12 8月27日 新 生命保険意見交換会 の保険 の イント 10

13 9月15日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 7

14 9月15日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 3

15 9月16日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 3

16 9月18日 知 （ 社）全 消費生活 員協会中 の保険 の イント 11

17 10月6日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 5

18 10月7日 生命保険意見交換会 場リスクを する生命保険 20

19 10月12日 生命保険意見交換会 保険金・給 金の受 の 意 9

20 10月16日 （ 社） 事例から学 12

21 10月19日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 19

22 10月20日 行政 人 生活センター 事例から学 150

23 10月21日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 11

24 10月27日 生命保険意見交換会 事例から学 13

25 11月2日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 13

26 11月4日 生命保険意見交換会 の保険 の イント 7

27 11月4日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 1

28 11月8日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 8

29 11月9日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 8

30 11月10日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 11

31 11月10日 生命保険意見交換会 保険金・給 金の受 の 意 16

32 11月10日 生命保険意見交換会 保険金・給 金の受 の 意 25

33 11月11日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 1

34 11月16日 知 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 8

35 11月17日 大 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 6

36 12月5日 （ 社）全 消費生活 員協会関 生命保険・ マニュアルの活用 43

37 12月6日 行政 人 生活センター 生命保険・ マニュアルの活用 42

38 12月6日 生命保険意見交換会 生命保険・ マニュアルの活用 8

39 12月6日 生命保険意見交換会 保険金・給 金の受 の 意 33

40 12月10日 消費生活センター 事例から学 11

41 12月20日 消費生活センター 生命保険・ マニュアルの活用 5

42 1月8日 一 団 人日 消費者協会 生命保険の 知 15

43 1月22日 （ 社）全 消費生活 員協会 事例から学 14

44 1月29日 （ 社） 日 生命保険・ マニュアルの活用 15

45 2月15日 消費生活センター 生命保険・ マニュアルの活用 6

46 2月19日 （ 社）全 消費生活 員協会 事例から学 13

47 2月25日 （ 社）全 消費生活 員協会 事例から学 15

48 3月19日 大 人消費者情報 ット事務 事例から学 10

49 3月26日 一 団 人日 消費者協会 事例から学 12

合 計 831

4242



計 率 前年度比 計 率

1 保険 を減らしたい 22 2.4 81.5 27 2.0

2 保障を減らしたい 5 0.5 33.3 15 1.1

3 保障内 を 更（増 ）したい 7 0.8 58.3 12 0.9

保険 の いが になったので 8 23.5 66.7 12 22.2

保険 をもっと できるのではないかと って 11 32.4 73.3 15 27.8

保障が ないと うので 0 0.0 0.0 2 3.7

保障が多いと うので 5 14.7 71.4 7 13.0

生活 の 化（結 ・ 職・ 生等）に合わせて 8 23.5 66.7 12 22.2

の 2 5.9 33.3 6 11.1

34 3.6 63.0 54 4.1

1 の保障内 を診 して しい 16 1.7 64.0 25 1.9

2 の内 認をしたい 56 6.0 66.7 84 6.3

保障内 が分からなくなったので 47 65.3 67.1 70 64.2

分に合っているのか から 18 25.0 66.7 27 24.8

生活 の 化（結 ・ 職・ 生等）に合わせて 2 2.8 100.0 2 1.8

の 5 6.9 50.0 10 9.2

72 7.7 66.1 109 8.2

1 内 を教 て しい 11 1.2 52.4 21 1.6

2 の イントについて教 て しい 21 2.3 56.8 37 2.8

3 分のニー に合っているか教 て しい 49 5.3 158.1 31 2.3

4 している会社を教 て しい 18 1.9 105.9 17 1.3

5 換における 意 を教 て しい 1 0.1 50.0 2 0.2

業職員や 理 から められている新 が 当かどうか 認したいので 24 24.0 92.3 26 24.1

業職員や 理 から められている 換が 当かどうか 認したいので 5 5.0 83.3 6 5.6

分で ん 保険が 当かどうか 認したいので 14 14.0 233.3 6 5.6

生活 の 化（結 ・ 職・ 生等）に合わせて 11 11.0 44.0 25 23.1

内 に関 を ったことから 33 33.0 113.8 29 26.9

の 13 13.0 81.3 16 14.8

100 10.7 92.6 108 8.1

1 知 務について教 て しい 56 6.0 65.9 85 6.1

2 年齢 について教 て しい 0 0.0 0.0 3 0.5

56 6.0 63.6 88 6.6

 生命保険の ・税金・ 1 生命保険の について教 て しい 170 18.2 75.9 224 16.8

2 税金について教 て しい 159 17.0 54.6 291 21.8

3 種 きについて教 て しい 183 19.6 78.5 233 17.5

512 54.9 68.4 748 56.2

1 社会保障制度について教 て しい 28 3.0 53.8 52 3.9

 の 1 業職員・ 理 に関する い合わせ 79 8.5 70.5 112 8.4

2 の 52 5.6 85.2 61 4.6

131 14.0 75.7 173 13.0

933 100 70.0 1,332 100.0

）

2020年度

   保全に関する

 社会保障制度に関する

（
理

）

 に関する

内
2021年度

分

一 合計

 の見 しに

（
理

）

 の診 ・内 認

 生命保険の加入検 の

（
理

）

 件に関する

 関する
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  2

対応日 新  （社） 名   内  

1 2021 4 19 日 新 生活保障

2 2021 5 14 日 新 健康増 保険

3 2021 5 14 日 中学生作 コンクール

4 2021 5 14 新 中学生作 コンクール

5 2021 5 20 新 社 中学生作 コンクール応

6 2021 5 20 日 新 全 実

7 2021 5 21 中学生作 コンクール

8 2021 5 24 新 社 中学生作 コンクール

9 2021 6 15 下野新 社 高齢者意

10 2021 6 16 全 地 新 社 合会 講師 、中学生作 コンクール

11 2021 6 24 日 新 社 高齢者意

12 2021 6 28 新 社 ライフ ラン情報 ック 

13 2021 7 7 日 新 社 高齢者意  

14 2021 8 11 下野新 社 介 保障ガイ

15 2021 9 17 日日新 介 保障ガイ

16 2021 9 28 新 社 全 実

17 2021 10 1 新 社 全 実  

18 2022 11 5 新 社 中学生作 コンクール 

19 2021 11 15 日 新 保険金 の き 

20 2021 12 16 保険 日新 全 実

21 2021 12 19 日日新 保障ガイ

22 2022 1 6 日新 全 実

23 2022 1 12 日新  介 保障ガイ  

24 2022 2 14 新  全 実 、ライフ ラン情報 ック 

25 2022 3 4 新 全 実

26 2022 3 7 新 社 ライフ ラン情報 ック

27 2022 3 11 新 全 実

28 2022 3 11 日日新 ライフ ラン情報 ック

  

対応日 テ    名   内  

1 2021 5 13 テ 日 生活保障
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）

催月日 テ ー マ

1 5月12日 保険金 人の と 大事

2 6月2日 高 一 保険 の 性、 分

3 7月7日 共 における 来の事故と な

4 9月1日 障 による 、 が認められなかった事例

5 10月6日 前 保の と消費者 、 と の

6 11月10日 集中加入と 共 目的性

7 12月1日 年金種類 更 の

8 1月12日 の 性

9 2月2日 換 の と消費者 、 による り消し、 効

催月日 テ ー マ

1 5月14日 師による病名 知の と 知 務

2 6月11日 亡保険金を 903 の類 適用により 受 と認めた事例

3 7月9日 病と

4 9月10日 前 保の と消費者 、 と

5 10月8日 者 の日 家事 務性、 478

6 11月12日 した前保険 と後 の 性、保険会社の 務

7 12月10日
亡保険金が 分 の となるかが受 者と 人の間で わ

れた事例

8 1月14日 アルコールの 下での による のための と 性

9 2月18日 共 の 大事

ー
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）

催月日 テ ー マ

1 5月12日 者 理制度の 設

2 8月5日 マ ーと 金 動に関する規 の の動

3 9月17日 保険会社の業務 規制の と 後の

4 12月17日
一 保険 たは れに類する がある場合の保険 ～ 保険と 保険
での ～

5 3月18日 保険 集の 化に係る現 と

）

催月日 テ ー マ

1 6月16日 F S17と金融規制との関 性

2 8月3日 保険会社の 発 と新 報 についての

3 10月14日 E における F S17のエン ースメント

4 12月16日 の に関する会計 理の 検

5 3月8日 値 ースの ル ンシー規制に係る の動 について

）

催月日 テ ー マ

1 5月26日 ーチ ル 会の と

2 7月14日 高齢者・障 者の金融 と金融 関の対応

3 9月29日 システム 発にかかる 的 の と実務上の 意

4 10月27日 報者保 に く と生命保険会社 の

5 1月31日 人 動運 中の 事故と 事

6 3月30日 保険金受 人の と の効果 アメリ の を中 に
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）

テ ー マ

1 保険 の 換に関する 務

2 件 と 前 亡

3 保険 の効 （保険 の 更）

4 保険金受 人 更の意 の ・ 効性等（保険金の供 ）について

5 保険金 の性 （ 性）

6 知 務 の 的 件・ 的 件等について

7
知 務 （保険 介者の 知 ・ 知教 、保険会社の ・

）

8 催 効 と消費者 10 について

） に る マ ジメン

催月日 テ ー マ

新 コ ナ イルス 症 クチンの 種意

日 の高齢者行動 学的 性 的分

金融リテラシーの応用 金融リテラシーと

アンケート 結果から た 生命保険の 構  中年 からの

認知症が金融 に る と の実

70 と90 はどのように なるか 「ライフマ ージメントに関する高齢者の
意 」を中 に

） に る に る

テ ー マ

1 化センター に関する

2
についての やデータの理 に関するディス ッシ ン

見 しに関する 会社による クチ ー
用 に関する情報提供

3
についての やデータの理 に関するディス ッシ ン

見 しに関する 者による クチ ー
業 より 用 に関する情報提供

4
についての やデータの理 に関するディス ッシ ン

ディス ッシ ンの
2022年度生活保障 見 しについて

5

2022年度生活保障 の 報
3つの （全 実 ・生活保障 ・高齢者 ）の 割 設計に

関する 理
2023年度 検 の

6
Well e ngとライフデザイン、生命保険の関係について

化センター に対する業 の
2023年度「ライフマ ジメントに関する高齢者の意 」に関する検

催月日

5月21日

6月18日

7月16日

9月17日

2
と

関 の
合

6月24日

11月19日

12月17日

1月21日

2月25日

1
と

関 の
合

4月30日

1月24日

3月31日

催月日

6月4日

7月26日

9月13日

11月19日
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） ー ー

ー

催月日

ー

催月日

7月10日

報者保 成 に う内 報制度の 能と 割

健康ア リ の インに る「マイナスの ラル ザー 」
大量データを用いた 保険者の健康増 をめ るインセンティ に関する

2020年金融 （金融 ー スの提供に関する ）と保険 介業

テ ー マ

テ ー マ

1月22日

間保険 を た政 と の構 的 ッ リン 換 における
社会保険形成の比較 社会学

アメリ における に関する保険 者の ty to rea ルール

保険 の

9月18日

ンデ ックリスクマ ジメントに関する

がん検 後の 保険加入について 当性と 知 務 との関係

生保 保険（ 関係 ）の 規 の 検

7月17日

生命保険会社におけるアセット・ア ケーシ ンと の
運用 フォーマンスと制度的 性の関 性について

集団的な 件の 更に係る 制度の現 と のあり
が 化した保険会社を に

前 亡における保険適 性の

団体 用生命保険 における 知 務

動運 をめ る保険会社の 理的
社会受 性と保険の在り をめ って

「生命保険のデザイン」を た リア教育 ラムの 発と
学習者の 来的なリスクを した リア設計を目 して

4月17日

生命保険における 情報の 用に関する新たな動
での を中 に

が保険 に る

5月15日

保険 にかかわる 税についての 務

12月11日

健康 の 日的

4月10日

金融リテラシーの応用

5月8日

における対応の

48
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ー

催月日 場 テ ー マ

4月10日
4月17日

大
ーチ ル 会の と

5月8日
5月15日

大
ライフマ ジメントに関する高齢者の意 について

9月11日
9月18日

大
保険会社の業務 規制の と 後の

12月11日
12月18日 大

保険 の における認可の の 検

12月18日

保険会社における 理情報と の

生活習慣の による健康増 保険の保険金削減が 能 と新 値に
る

1月8日

保険金受 人 更の意 の と の規

いわ る事業保険の 保険 における 金 当性 件の
人事業 と 人における を中 として

保険金受 人 更の 件

9月11日

年齢およ が生命保険 に る

後 と を つ 人におけるリスク・ ーリン ・ア ンジメント

49
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若 者

o. 名 大学・学 職   テ ー マ

1 上
大学

学
教授

の内 規制における 事 としての 的
イツにおける llgeme n nteressen をめ る を
に

2
学 大学大学
マ ジメント 教授 ステナ ルインシュランスの実現可能性に関する

3 学士
高 大学

学
講師

大事 における「 」の意
と の交 の

4
大学

地域 学
教授

業年金システムと 者の 量的行動に関する
会計 更前後の 年金の 比較を中 と

して

5
大学

学
学講座

教
コ ナ における 後 を受ける 者の生
命保険加入 と 的 による生命保険金給

の

6 酒
学 大学

社会学
講師

「生命保険を とした授業」を せる大学生 け
教育 ラムの 発

「 合的な学習の 間」における現 的な を 導
できる教員 成を目 して

7 介
大学大学

合 化
社会 学

教
イツ リツ イ学における保険

的保険 業 の 家介入をめ って

8
ラン ル
ト ル

大学大学
学 員

保険 と消費者保 の関係～日 と ン ルの比較

9 介
学 大学

現 学
教授

生命保険会社におけるリスクと の
金、運用 、保険 入に関する 比較

10
大学大学

学
士

員
における 費 の実情と 保険の 割に

ついて

11 一
大学

学
講師

生命保険 における 診 と の についての

保険 と 事 の交 としての をめ る

一
大学

学
教

授

介
大学

学
教授

情報大学
情報学

教

士
情報大学
情報学

講師

14 新
大学大学

学
教授 険増加 理と 大事 における の関係

15
大学大学

アジア・アフリ 地
域

教
授

2 生命保険とタ フル（イスラム保険）の類 性検
を たインシュアテックの社会 値 能の

生命保険の ニ ー ル（ 教を した）デザ
インを めて

ーマ

12
家計内でのリスク分 と保険

介 保険 ルの 消に けた一

13
生命保険 制度 にかかる

職 の 日的意 を交 て
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一 者

o. 名 大学・学 職   テ ー マ

1

大学大
学

学
理分野

教授
生命保険 を用いた 税回 行 に関する
例・ 事例の検 を中 にして

2
業大学

学
教授

健康増 保険が生命保険会社の 務 に る

保険 と健康保険 合データに く分

3 中
大学

学学
教授

意加入 団体保険 における 構 に対する
的 の 検

4
大学 学

応用 学
教授

化の一 である 化の と 業 との関係に
ついての実 による検
上 を に 人生設計の 化が保険加入行動に
た の

・ 当者なし

・ 当者2名

  受  者 （ 大学 学 教授）

  受  者 （ 大学大学 学 教）

・   当者なし

  受  保険者の意 務のあり に関する一 イツの 務規制から を て

  受  家 の 学に く 間関係と 間介 保険 に関する
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発
発 月

種別 タ ル

講
動 学を う 新 コ 対 と生命

保険
学 文

文
年 者 用が 者 度に及 す

者 付 に及 す を中心に
学

文
人保険契約に ける 知 務の 用に関する一考

知すべ 「 な事実」の類 と 受 査
び 知 務 の の 方

学 中

文 年 と 度・ 後 社 学 一

文 17 の 的 成 学

文 国の i e ett e e tと 資 成
リスク・ ジ ン

学

取

ー
みら i e  まらないために（ で らないた
めに）

学 一
ール

中  中
 

啓

ー
生活リスクに対する 的 は だか 1998
年から2016年の生活保 に関する調査から

学 
学部 学 4年

文 に関する  国 を参考に 学

文 2 保険と保険の 的 関 学

文 用生命保険契約に ける 知 務 国 学

文
リ に ける約 に関する保険契約者の t

t  re  ルール
学 講師 学

ー
業のリスクテ クとコー レー ンス
新 セ ン 情報を用いた実

学
 会

ジ ン スン ン

216
別冊

人生100年時 に ける ジ ン
会 文

人生100年時 に ける ジ ン
会を て

学 学 周

文
70 と90 はどの うに なるか

の 者の人 動態、 、 計 、
態などの

学 学 周

文
人生100年時 に ける生命保険事業の新たな取
組 点 ジ ン ジーの 点から

セ
学

主
子

文
リスクの

付 業年 のリスク
中 学 一

文
ン ー 調査 からみた生命保険の
中年 調査からの

関 学 成

文
中小 業の事業 と ー ンス 人生100
年時 に ける事業 と生命保険・個人保

学

文 人生100年時 に ける公的年 保険の と 学 一

保険 の掲載

215
6月

216
9月

5252



発
発 月

種別 タ ル

文
リテ ーの応用

人生100 年時 のリスク ジ ン
学

点リー ー
（ ）

文
・生命保険への の投資 動に関する

考
投資に関する知 とリスク 向に 目して

学
学

学
学

特

文 人生100年時 の生活設計に ける 知 の 学
特

成

文 の 者の 動 学的特
学 学
学 特

周作
文

文
ビ ン後の生命保険業の 、 ・
の

学 学
生命

学
命 学

生 主計部
部

文
Te に ける生命保険 業の 業組

ー ン に向けた組 の
学 中

文
が保険 に る の考

レー ン・ ーリステ クを取
た デル

学
学

一

文

生命保険会社に ける セ ・ ー ン
と の

用 ー ンスと 度的 の関 に
いて

学 学

文
公 報者保 に う内部 報 度 の
活用に る

学

文
リスク ンスを利用した ンデ クリス
ク ジ ン に関する一考

学 学

文
い る事業保険の 保険料に ける 当

件の
個人事業主と 人に ける を中心として

情報 学 講師

文

保険を 材とした リ プ の開発
と

的なリスクを した リ 設計を目
して

学 学
学

講師

文

保険組 を た と の 的 プ
リン

に ける 社会保険 成の
社会学

学

文
的な契約内容の に る 度の とそ

の 方
が した保険会社を に

学 学

218
3月 文

年延 が 後 に及 す
公的 保険を する 的 に いて 学

文 保険 考 の方 学 学 小

文
に ける 17の ン ース ン
年 コ ー をめ る

学 生

文
ースの に る 業会計と

の関 の
学

文 保険 受取人 の の とその 学

文
関 特約の約 に関する一考
保 保険に ける との関 を

中心に
学

文
生命保険に ける 情報の取 いの 方に
関する

学

217
12月

5353



発
(発行月)

名所ルトイタ

年 およ 所 が生命保険 に与える影響 大

保険契約の移 における認 の の 検討
大

日本生命

54
54
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